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燕市には酒呑童子の出生伝説が伝わっています。現在の燕市砂子塚に生まれたとされる酒呑童子は、幼いころの名前を外道丸
といい、国上寺の稚児としてあずけられました。外道丸は美男子で、娘たちから恋文がたくさん届きましたが、開くことはありませ
んでした。ある時、返事の来ないことを悲観した娘が命を絶ちました。それを知った外道丸が恋文の詰まったつづらを開けると白
色の煙が立ち昇り、外道丸は鬼の顔に変わり、「酒呑童子」となってしまったと伝えられています。

◎第８回 越後くがみ山酒呑童子行列（行事など詳しくは、広報つばめ 9 月 15 日号の 2、3 ページをご覧ください）
　●とき　１０月 14 日㈰　午前 11 時～午後 6 時 30 分　　●ところ　酒呑童子神社（道の駅国上裏手）　



広
報
つ
ば
め「
子
ど
も
版
」

10
月
15
日
に
発
行
！

◉今月のこだわり
3 カ月にわたる制作期間　広報つばめ「子ども版」

21人の挑戦者たち

３
カ
月
に
わ
た
る

制
作
期
間
…

子ども版

21人の挑戦者
た
ち

　2012 年、燕市として初の子ども向け広報紙の制作にあた
り、市内の小学 5・6 年生を対象に「子ども記者」を公募
したところ、21 人もの挑戦者が集まりました。
　7 月から 10 月までの 3 カ月間、企画立案・取材そして編
集まで、広報紙を発行するためのほとんどの作業を、子ども
記者の皆さんから行っていただきました。
　今月のこだわりでは、次号の広報つばめ 10 月 15 日号と
同時に発行される、広報つばめ「子ども版」の作成のよう
すと21 人の子ども記者の皆さんをご紹介します。

Twenty One
Challengers

す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

　
次
号
の
10
月
15
日
号
と
同
時
に
発
行
さ
れ

る
広
報
つ
ば
め
「
子
ど
も
版
」。

　
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
今
年
の

新
春
号
で
あ
る
広
報
つ
ば
め
1
月
1
日
号
の

「
市
長
と
小
学
生
の
新
春
対
談
」
で
「
子
ど

も
た
ち
に
も
読
み
や
す
い
広
報
を
！
」
と
い

う
意
見
が
出
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
そ
こ
で
ど
の
よ
う
に
作
れ
ば
よ
い
の
か
と

考
え
た
結
果
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
実
際
に
企

画
・
取
材
・
編
集
を
行
っ
て
も
ら
い
、
子
ど

も
た
ち
の
視
点
で
作
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
6
月
に
市
内
の
小
学
5
・
6
年
生
を
対
象

に
、「
子
ど
も
記
者
」
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、

21
人
も
の
挑
戦
者
が
集
ま
り
、
3
カ
月
に
わ

た
る
制
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。

▲広報つばめ「子ども版」を制作するきっかけ
となった、今年の広報つばめ１月１日号。子ど
もたちから貴重な意見をいただきました。

▲７月 9 日に行われた、子ども記者任命式。
鈴木市長が 21 人全員に「子ども記者任命書」
を交付し、活動が始まりました。

▲編集会議のようす。21 人を３チームに分け
て計６回の会議を重ねました。企画や構成そし
て編集などの作業をしていただきました。

次ページでは
子ども記者たちの
活躍の様子を
紹介しています。
3 チームに分かれて
頑張りました！

●問い合わせ　地域振興課広報広聴係（吉田庁舎）　
　　　　　　　☎ 0256・92・2111　内線 254・255
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◉今月のこだわり(5 ページまで )



広報つばめ「子ども版」は、
次号の広報つばめ 10 月 15 日号に折り込まれます！

●問い合わせ　地域振興課広報広聴係（吉田庁舎）
　　　　　　　☎ 0256・92・2111　内線 254・255

▲次号 10 月 15 日号の真ん中のページに、広報つ
ばめ「子ども版」が入っています。引き出してご覧
ください（子ども版の表紙はイメージです）。

　広報つばめ「子ども記者」の皆さんが、悩み苦労
して作りあげた広報紙です。
　次号の広報つばめ 10 月 15 日号のページの真ん中
に折り込む形で発行します。

　企画・取材・編集作業のほとんどを子どもたちがこ
なした、努力の結晶です。
　子どもたちが作った子どもたちの広報紙、たくさんの
市民の皆さんからもご覧いただきたいと思います。　

◉今月のこだわり
3 カ月にわたる制作期間　広報つばめ「子ども版」

21人の挑戦者たち
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●広報つばめ「子ども記者」の皆さん

チームメンバー（写真の左側から）　
燕南小学校（5 年）　　古川　睦さん
吉田北小学校（5 年）　長谷川　楓さん
吉田北小学校（5 年）　森山　晴日さん
吉田小学校（6 年）　　松原　望愛さん（チームＡ編集長）
吉田南小学校（5 年）　田中　裕希さん（チームＡ副編集長）
吉田南小学校（6 年）　岡部　純也さん
小池小学校（6 年）　　田巻　拓道さん

チームＡ（取材テーマ：燕三条エフエムについて）

チームメンバー（写真の左側から）　
燕南小学校（5 年）　　早川　朱瑞さん
燕東小学校（6 年）　　西山　未来さん
燕西小学校（6 年）　　登坂　彩未さん（チームＢ副編集長）
燕南小学校（6 年）　　矢代　晴子さん（チームＢ編集長）
吉田小学校（6 年）　　渡辺　涼さん
燕西小学校（6 年）　　遠藤　真衣さん
吉田南小学校（6 年）　諸橋　麗さん

チームＢ（取材テーマ：燕市の歴史と伝統について）

チームメンバー（写真の左側から）　
小中川小学校（5 年）　松井　美樹さん
分水小学校（5 年）　　桑原　遥陽さん（チームＣ副編集長）
分水北小学校（5 年）　樋口　理子さん
吉田北小学校（6 年）　込山　梨紗さん（チームＣ編集長）
燕西小学校（5 年）　　大　　ミュウさん（チームＣ副編集長）
燕東小学校（6 年）　　長谷川　拓海さん
燕東小学校（6 年）　　小野　寿真さん

チームＣ（取材テーマ：燕大花火大会について）
①チーム B の取材風景。燕市の歴史と伝統「萬燈」をテーマに、お祭りで使われる道具について取材をしている子ど
も記者。メモ帳を片手に、まるで本物の記者のようですね。

②チームＡの取材風
景。燕三条エフエムに
ついて取材をしていま
す。カメラマン、イン
タビュアーとまとめ役
でチームワークもばっ
ちりです。

⑤編集会議も終盤に入
り、出来上がったゲラ
刷りを赤鉛筆で校正し
ています。もう少しで
完成です！　頑張って
くださいね！

③チームＣの取材風
景。花火工場の社長さ
んから、打ち上げ方な
どの説明を受けていま
す。みんな真剣な表情
で取材しています。

④取材後の編集会議の
ようす。取材で見たり
聞いたことを文章にし
ています。これが一番
大変な作業でした。

①

②

③

④

⑤



■
市
内
転
居
し
た
人

　
平
成
24
年
９
月
28
日
以
後
に
、

市
内
で
転
居
し
た
人
は
、
転
居
す

る
前
の
住
所
で
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
前
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。

 

投
票
で
き
る
時
間
は

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
で
す

　

投
票
所
の
入
場
券
に
は
、
ど
こ

の
投
票
所
で
投
票
す
る
か
記
載
さ

れ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
を

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

　
入
場
券
は
１
枚
の
シ
ー
ル
式
は

が
き
に
６
人
分
が
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。
各
世
帯
の
世
帯
主
あ
て
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
届
き
ま
し
た

ら
、
は
が
き
の
シ
ー
ル
を
は
が

し
、
自
分
の
入
場
券
を
切
り
取
り

　　
投
票
で
き
る
の
は
、
平
成
４
年

10
月
22
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

で
、
平
成
24
年
10
月
3
日
現
在
で

燕
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
か
ら
３
カ
月
以
上
経
過
し
、

投
票
日
当
日
も
引
き
続
き
燕
市
に

住
所
を
有
す
る
人
で
す
。

　

最
近
、
住
所
を
異
動
し
た
人

は
、
投
票
で
き
る
市
町
村
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
下
記
の
表

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

県
内
の
ほ
か
の
市
町
村
に
住
所
を

１
回
異
動
し
た
場
合
に
限
ら
れ
、

２
回
以
上
県
内
を
転
居
し
た
人
、

県
外
へ
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
人
で
も
、
法
律

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
挙
権

を
停
止
さ
れ
て
い
る
人
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

投
票
で
き
る
人

投
票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
誤

っ
て
な
く
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
あ
れ
ば
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
投
票
所
の
係
員
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

 

①
受
付
係
に
入
場
券
を
渡
し
ま

す
。

②
名
簿
対
照
係
が
選
挙
人
名
簿
に

載
っ
て
い
る
本
人
か
ど
う
か
の
確

認
を
し
ま
す
。

③
投
票
用
紙
交
付
係
が
投
票
用
紙

を
渡
し
ま
す
。

④
記
載
台
で
投
票
用
紙
に
候
補
者

名
を
記
載
し
ま
す
。

⑤
投
票
用
紙
を
投
票
箱
の
中
に
入

れ
て
終
了
に
な
り
ま
す
。

■
投
票
の
方
法

　
投
票
用
紙
に
は
、
あ
な
た
が
投

票
し
よ
う
と
す
る
候
補
者
の
名
前

１
人
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票

　
病
気
や
け
が

4

4

で
字
の
書
け
な
い

人
は
、
投
票
所
で
投
票
所
の
係
員

が
代
わ
り
に
候
補
者
氏
名
を
書
い

て
く
れ
る
の
で
、
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
投
票
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
心
配
は
い
り
ま
せ

ん
。

■
点
字
投
票　

 

　
目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
投

票
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
の
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

 　
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い

と
事
前
に
分
か
っ
て
い
て
、
そ
の

理
由
が
次
の
①
②
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
て
い
た
ら
、
期
日
前
投

票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
仕
事
や
出
張
ま
た
は
用
務
（
地

域
行
事
の
役
員
、
本
人
ま
た
は
親

族
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
）の
あ
る
人
。

10
月
21
日
㊐
は
、新
潟
県
知
事
選
挙

投
票
日
…
10
月
21
日
日
　
投
票
時
間
…
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

わ
た
し
た
ち
の
代
表
と
し
て
県
政
を
運
営
す
る
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
新
潟
県
の
未
来
の
た
め
に
み
ん
な
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

②
投
票
日
の
当
日
、
用
務
や
事
故

で
市
外
に
旅
行
ま
た
は
滞
在
す
る

人
。

③
病
気
や
お
産
な
ど
で
、
投
票
日

の
当
日
、
歩
行
が
困
難
で
あ
る
と

見
込
ま
れ
る
人
。

■
期
日
前
投
票
の
で
き
る
場
所
・

期
間
お
よ
び
時
間

■
と
こ
ろ　
燕
市
役
所
燕
庁
舎
新

館
１
階
市
民
ホ
ー
ル
／
燕
市
役
所

吉
田
庁
舎
１
階
厚
生
室
／
燕
市
役

所
分
水
庁
舎
１
階
会
議
室

■
と
き　
10
月
5
日
㈮
～
20
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

■
持
っ
て
く
る
も
の　
入
場
券

　

投
票
日
の
間
近
に
な
る
と
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
期
日
前
投
票
は

早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

 

■
病
院
な
ど
に
入
院
や
仕
事
な
ど

で
他
市
町
村
に
長
期
出
張
中
の
人

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
し
た
病
院
や
施
設
に
入
院
・

入
所
し
て
い
る
人
や
、
仕
事
な
ど

で
他
市
町
村
に
滞
在
中
の
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
入
院
先
の
病
院
や
施

設
内
、
滞
在
先
の
市
町
村
で
不
在

者
投
票
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
各
種
手
続
が
必
要
と
な
り
ま

●問い合わせ　燕市選挙管理委員会事務局（吉田庁舎）☎ 0256･92･2111 内線 380・381

す
の
で
、
入
院
・
入
所
中
の
人
は

病
院
長
な
ど
へ
、
そ
の
ほ
か
の
人

は
燕
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
、
早

め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

　
身
体
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る

人
は
、
自
宅
で
投
票
す
る
「
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
」
を

利
用
で
き
ま
す
。
一
部
の
該
当
す

る
人
は
代
理
記
載
制
度
も
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
で
、

投
票
で
き
る
の
は
法
律
で
決
め
ら

れ
た
要
件
に
該
当
し
、「
郵
便
等

投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
に
限
ら
れ
ま
す
。
証
明
書

の
交
付
手
続
は
、
選
挙
前
で
も
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
早
め

に
燕
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。「
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
制
度
」
を
使
っ
た

投
票
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
お
手
元
に
「
郵
便
等
投
票
証
明

書
」
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
電
話

や
燕
市
選
挙
管
理
委
員
会
窓
口
で

投
票
用
紙
の
請
求
書
を
請
求
く
だ

さ
い
。

①
ご
自
宅
に
請
求
書
（
宣
誓
書
）

を
送
り
ま
す
の
で
、
送
付
し
た
請

求
書
（
本
人
の
署
名
必
要
）
と
証

明
書
を
燕
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま

身
体
障
が
い
者
手
帳

障がい名
障がいの程度
１
級

２
級

３
級

両下肢・体幹・移動
機能の障がい ○ ○

心臓・じん臓・呼吸
器・ぼうこう・直腸
・小腸の障がい

○ ― ○

免疫・肝臓の障がい ○ ○ ○

戦
傷
病
者
手
帳

障がい名

障がいの程度
特
別
項
症

第
１
項
症

第
２
項
症

第
３
項
症

両下肢・体幹の障がい ○ ○ ○
心臓・じん臓・呼吸器な
どの内臓機能障がい ○ ○ ○ ○

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

要
介
護
状
態
区
分
「
要
介
護
５
」

表１：｢ 郵便等による不在者投票制度 ｣ の対象
者は、燕市の選挙人名簿に登録されている人で
障がいの程度が次のいずれかに該当する人（○
印の該当者）です。

身
体
障
が
い
者
手
帳

障がい名
障がいの程度

１級

上肢・視覚の障がい ○

戦
傷
病
者
手
帳

障がい名

障がいの程度
特
別
項
症

第
１
項
症

第
２
項
症

上肢・視覚の障がい ○ ○ ○

表２：郵便等による不在者投票ができる選挙人の
うち、自書で投票の記載をすることができない人
で、下記の表の次のいずれかに該当する人（○印
の該当者）は、代理記載制度を利用することがで
きます。この制度で、投票しようとする人はあらか
じめ、燕市選挙管理委員会に代理記載人（選挙
権を有する者に限る）の届出が必要です。

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
今
回
の

「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

の
投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は
、
10

月
17
日
㈬
で
す
。

②
不
在
者
投
票
用
封
筒
（
内
・
外

封
筒
、
投
票
用
紙
も
在
中
）
を
郵

便
で
送
り
ま
す
。

③
ご
自
宅
で
候
補
者
名
な
ど
を
自

書
ま
た
は
代
理
記
載
人
に
よ
り
記

載
し
て
投
票
用
紙
を
内
封
筒
に
入

れ
封
を
し
、
さ
ら
に
外
封
筒
に
入

れ
て
封
を
し
ま
す
。
外
封
筒
に
は

投
票
す
る
人
の
署
名
ま
た
は
代
理

記
載
人
の
署
名
が
必
要
で
す
。

※
代
理
記
載
が
で
き
る
人
は
郵
便

等
証
明
書
の
交
付
時
に
届
出
を
し

た
人
の
み
で
す
。

④
そ
の
後
、
郵
便
で
送
り
返
し
て

く
だ
さ
い
。

※
不
在
者
投
票
は
、
選
挙
の
当
日

投
票
所
を
閉
じ
る
時
刻
ま
で
に
投

票
所
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ま
で
に
燕
市
選
挙
管

理
委
員
会
へ
届
く
よ
う
、
郵
送
な

ど
に
要
す
る
日
数
を
考
慮
し
、
お

早
め
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
郵
便

以
外
の
方
法
（
直
接
持
参
な
ど
）

は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
開
票
は
10
月
21
日
㈰
の
午
後
９

時
か
ら
、燕
市
民
体
育
館（
大
曲
）

で
行
い
ま
す
。
開
票
所
で
は
入
場

制
限
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
参
観
の

人
は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

■
開
票
結
果
に
つ
い
て

　
燕
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
定
次

第
、
開
票
状
況
を
掲
載
し
ま
す
。

開
票
作
業
が
深
夜
ま
で
お
よ
び
、

無
線
施
設
の
な
い
地
域
も
一
部
あ

る
た
め
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
開

票
速
報
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
南
二
丁
目
～
六
丁
目
に
お
住
ま

い
の
皆
さ
ん
…
第
９
投
票
所
は
、

【
燕
市
南
公
民
館
】
に
変
更
。

■
吉
田
法
花
堂
、
吉
田
春
日
町
、

吉
田
曙
町
、
吉
田
吉
栄
、
吉
田
大

保
町
、
吉
田
日
之
出
町
に
お
住
ま

い
の
皆
さ
ん
…
第
28
投
票
所
は
、

【
燕
市
社
会
福
祉
協
議
会
吉
田
支

所
】
に
変
更
。

※
投
票
所
の
一
覧
や
投
票
区
の
区

域
が
燕
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

届出の日
投票場所・選挙権の有無

燕市で投票できる 旧住所地で
投票できる 投票できない

燕市へ
転入

した人

新潟県外から転入した人 平成24.７.3以前 ○ － －
平成24.７.4以後 － － ○

新潟県内の他の市町村から
転入した人

平成24.７.3以前 ○ － －
平成24.７.4以後 － ○⑴居住証明書必要 －

燕市から
転出

した人

新潟県内の他の市町村へ転
出した人 平成24.７.4以後 ○⑵居住証明書必要 － －

新潟県外へ転出した人 － － － ○

※居住証明書とは、「引き続き県内に住所を有する旨の証明書」をいい、旧住所地または新住所地の市町村で発行（無料交付）されます。
⑴平成24年７月4日以後、新潟県内の市町村から転入届をした人は、「居住証明書」を持参して旧住所地で投票を行うことになりますが、
事前に投票用紙を取り寄せるなど所定の手続きをお取りいただければ、燕市で「不在者投票」ができますので、棄権せずに投票しましょう。
⑵平成24年７月4日以後、燕市から新潟県内のほかの市町村へ転出した人は、「居住証明書」を持参して燕市の旧住所地の投票所で投
票できます。

一
般
の
投
票

投
票
所
に
お
け
る
投
票
手
順

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

開
票
は
即
日
で
す

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
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期
日
前
投
票
…
10
月
5
日
金
か
ら
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後期高齢者
医 療 制 度
か ら の お 知 ら せ

●問い合わせ
　保険年金課年金医療係（燕庁舎）
　☎ 0256・63・4131内線556～558
★新潟県後期高齢者医療広域連合の
　ホームページもご覧ください。
　http://www.niigata-kouiki.jp

上手なお医者さんのかかり方（その１）

Vol.４

お医者さんにかかるとき、
ちょっとした誤解や思い込みで
治療が長引くことがあります。
上手にお医者さんにかかれば、
体調はきちんと回復し、
必要以上の医療費が
かかることもありません。
医療機関の受診や、
薬局での薬の調剤の際には、
以下のことに留意しましょう。

　
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
、
病
歴
や
健
康
状

態
な
ど
を
把
握
し
て
健
康
管
理
全
般
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
く
れ
る
お
医
者
さ
ん
の
こ
と
で

す
。

　

風
邪
な
ど
の
軽
い
病
気
で
あ
れ
ば
、
大
き
な

病
気
で
も
身
近
な
診
療
所
で
も
治
療
内
容
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
診
療
所
は
待
ち
時
間

も
短
く
、
体
へ
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
ご
自
分
や
ご
家
族
の
健
康
管

理
に
努
め
、
少
し
で
も
体
調
に
異
変
を
感
じ
た

ら
、
早
期
に
「
か
か
り
つ
け
医
」
へ
相
談
・
受

診
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
医
者
さ
ん
の
説
明
を
よ
く
聞
い
て
、
受
診

の
疑
問
や
不
安
を
解
消
し
た
う
え
で
治
療
に
臨

み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
同
様
に
お
医
者
さ
ん
か
ら
の
質
問
に

も
隠
さ
ず
答
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
か
か
り
つ
け
医
」
を

持
ち
ま
し
ょ
う

わ
か
ら
な
い
こ
と
は

お
医
者
さ
ん
に

確
認
し
ま
し
ょ
う

　

ご
自
身
の
判
断
で
処
方
さ
れ
た
薬
を
飲
ま
な

か
っ
た
り
、
薬
の
量
を
加
減
し
た
り
す
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

　

薬
が
余
っ
て
い
る
と
き
は
、
お
医
者
さ
ん
や

薬
剤
師
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

大
き
な
病
院
で
は
、
初
診
の
患
者
さ
ん
は
紹

介
状
が
必
要
で
、
紹
介
状
な
し
で
受
診
す
る
場

合
は
特
別
料
金
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。 お

医
者
さ
ん
の
指
示
は

守
り
ま
し
ょ
う

●
入
選
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

○
入
選

清
水　

靖
彦　
　
（
宮
町
）

大
矢　

傑　
　
　
（
道
金
）

早
川　

恭
弘　
　
（
三
条
市
）

岡
田　

昭
彦　
　
（
三
条
市
）

高
桑　

功　
　
　
（
燕
）

○
佳
作

岡
部　

岳
春　
　
（
東
太
田
）

森
井　

明　
　
　
（
杣
木
）

下
条　

勝
雄　
　
（
秋
葉
町
四
丁
目
）

吉
見　

寅
太
郎　
（
横
田
）

松
本　

ハ
ル
ミ　
（
仲
町
）

田
中　

未
来　
　
（
桜
町
）

田
辺　

直
子　
　
（
分
水
東
学
校
町
）

夏
ま
つ
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

８
月
24
日
、「
飛
燕
夏
ま
つ
り
」「
分
水
ま
つ
り
」「
吉
田
ま

つ
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
審
査
員
は
日
本
写
真
家
協
会
会
員
の
渡
辺
収

一
郎
さ
ん
で
す
。
入
賞
作
品
と
入
選
・
佳
作
の
皆
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

最優秀賞「夜の酒呑童子」
鈴木 寛さん（分水向山二丁目）

捧武賞「踊り子」
菊地 柾芳さん（八王寺）

優秀賞「さあ、できたよー」
手島 岱月さん（田上町）

優秀賞「はい！フーンして」
清水 和美さん（宮町）

優秀賞「吉田の夜を舞う」
小島 奈美江さん（下粟生津）
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▲【７月 20 日】市長表敬訪問

ダンディー村使節団の皆さん（燕市滞在中の様子を紹介します）

Brisbane

Dundee

●

●
石
口　

唯
（
分
水
中
２
年
）

　
わ
た
し
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
人
々
の
温
か
さ
が
心
に
残

り
ま
し
た
。
こ
の
大
切
な
思
い

出
を
作
ら
せ
て
く
れ
た
み
な
さ

ん
に
感
謝
！

●
内
山　

香
（
燕
中
等
３
年
）

　
至
る
所
で
日
本
と
の
違
い
が

見
ら
れ
と
て
も
興
味
深
か
っ
た

で
す
。
特
に
、
朝
夕
の
お
や
つ

を
欠
か
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。

●
梅
田　

愛
永（
燕
北
中
２
年
）

　
わ
た
し
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
家
族
の

よ
う
に
な
れ
た
こ
と
で
す
。

●
大
竹　

真
湖（
吉
田
中
３
年
）

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
バ

デ
ィ
の
人
た
ち
は
、
と
て
も
優

し
か
っ
た
で
す
。
学
校
に
は
明

る
い
人
ば
か
り
で
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
で
す
。

●
大
原　

え
み（
吉
田
中
３
年
）

　
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
の
学
校
生
活

で
そ
の
現
地
の
授
業
を
受
け
、

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
し
勉
強
に
も

な
り
ま
し
た
。

●
笠
原
夕
宇
璃
（
燕
中
２
年
）

　
現
地
の
生
徒
た
ち
が
熱
心
に

日
本
語
を
勉
強
す
る
姿
が
印
象

的
で
、
日
本
語
を
勉
強
し
て
い

る
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。

●
川
上　

奈
桜（
吉
田
中
３
年
）

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
驚
く

こ
と
が
多
く
、
と
て
も
良
い
経

験
に
な
り
、
有
意
義
な
夏
休
み

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

●
後
藤
菜
々
星
（
燕
中
２
年
）

　
現
地
学
校
の
授
業
を
体
験
し

ま
し
た
。
日
本
語
の
授
業
で
わ

た
し
が
折
紙
で
鶴
を
折
っ
て
あ

げ
た
ら
バ
デ
ィ
が
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
。

●
佐
藤
日
菜
子
（
燕
中
２
年
）

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
や

自
然
を
た
く
さ
ん
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

将
来
に
い
か
し
た
い
で
す
。

●
白
椿　

悠
稀（
燕
北
中
３
年
）

　
カ
ン
ガ
ル
ー
や
野
生
の
コ
ア

ラ
を
見
た
こ
と
、
領
事
館
に
見

学
に
行
っ
た
こ
と
が
印
象
に

残
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
友
達
が

で
き
た
。

●
玉
川　

開
華
（
新
潟
清
心
女

子
中
２
年
）

　
わ
た
し
の
英
語
が
全
然
通
用

し
な
い
こ
と
が
身
に
染
み
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
英
語
を

覚
え
て
、
国
際
化
に
貢
献
し
た

い
で
す
。

●
外
山　

歩
実（
燕
中
等
３
年
）

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご

し
た
時
間
が
と
て
も
大
切
な

も
の
に
な
り
ま
し
た
。
Ｉ
♥

A
ustralia.

●
平
沢　

葵
衣（
分
水
中
３
年
）

　
日
常
生
活
で
も
学
校
で
も
日

本
と
の
違
い
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
毎
日
の
よ
う
に
新
た

な
発
見
が
あ
り
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。

●
前
山　

未
来（
分
水
中
３
年
）

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
校
生

は
と
て
も
大
人
っ
ぽ
か
っ
た
。

高
校
で
は
日
本
語
を
勉
強
し
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
て
嬉
し

か
っ
た
。

●
栁
下　

瑞
帆（
分
水
中
３
年
）

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち

は
、
み
ん
な
優
し
く
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

も
っ
と
勉
強
し
て
、
ま
た
い
つ

か
海
外
に
行
き
ま
す
。

●
若
杉　

真
由（
吉
田
中
３
年
）

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
で

の
授
業
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ダ
ン
ス
の
授
業
が
テ
ン

シ
ョ
ン
高
く
て
最
高
に
楽
し

か
っ
た
‼

平成 24 年度燕市国際交流事業

　姉妹都市アメリカ合衆国・ミシガン州ダンディ村の中学生や高校生の 4 人と
引率教師 1 人が 7 月 19 日から 30 日まで燕市に滞在しました。また、8 月 1 日
から 12 日まで中学生 16 人をオーストラリア・ブリスベンへ派遣しました。
　それぞれホームステイをしながら現地の生活に触れ、たくさんの貴重な体験
をしました。ダンディ村の皆さんの滞在中の様子とオーストラリアで貴重な体
験をしてきた中学生たちの声を紹介します。

2012.10.01 10

▲【７月 20 日】国際交流協会訪問

▲【７月 23 日】島上小学校訪問

▲【７月 23 日】防災センター訪問

▲【７月 24 日】ふれあいパーク久賀美
　クッキングレッスン

▲【７月 24 日】茶道体験

▲【７月 25 日】書道体験

▲【７月 25 日】燕中等教育学校訪問

▲【７月 27 日】産業史料館見学

▲【７月 27 日】磨き屋一番館 磨き体験

▲【７月 27 日】こどもの森 カロム体験

▲【７月 27 日】吉田まつり民謡流し

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ブ
リ
ス
ベ
ン

忘れられない！　驚き！ 発見！ そして涙！

みんなの感動体験記

●

【８月３日】クリーブランド・ディス
トリクト・ステイト・ハイスクールに
て。スクールバディとご対面。

【８月７日】ダンスの授業に参加。流
行りの曲に先生が振り付け、現地の学
生と楽しく踊りました。

【８月８日】現地校での英語レッス
ン。ゲーム形式で楽しみながら本場の
発音を学ぶことができました。

【８月 10 日】楽しかった学校も最終
日。お別れパーティーを開き、記念撮
影をしながら別れを惜しみました。

【８月６日】音楽の授業。ギターとピ
アノに分かれて、オーストラリアの歌
をみんなで歌いながら演奏しました。

【８月９日】日本語の授業に参加。正
しい日本語を教えながら、現地の学生
からは英語を教わりました。

Tsubame

Tsubame
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●緊急通報システム設置事業の詳細

項目 説明

対象者 ① 65 歳以上のひとり暮らしの人
② 65 歳以上の高齢者世帯で、ほかの家族が病弱または寝たきりの人　

設置機器 ①緊急通報機器本体　②ペンダント型送信機　③安否確認センサー
④火災センサー　※③④は自動で受信センターに通報が入ります。

緊急時の対応 ボタンを押すことにより、受信センターに通報され、救急車が駆けつけて速やかに救助
を行います。

受信体制 24 時間 365 日対応します。
受信対応者 看護師などの専門スタッフが対応します。
受信内容 緊急時を含めた相談通報（試し押し、間違い、健康相談、寂しい…など）を受け付けます。
健康相談 相談専用ボタンを押すことで、専門スタッフがさまざまな相談に対応します。

高齢者の心のケア 受信・お伺い電話・相談などを同一の受信センターで行うため、一貫したケアが可能。
寂しい時の話し相手から、メンタル相談も対応可能です。

お伺い電話 受信センターから月１回お電話をします。健康状態の確認からシステムのご説明、　ご
利用者とのコミュニケーション作りを通して、安心感の提供につなげます。

利用者負担 市民税非課税世帯…500 円 / 月　
市民税課税世帯…1,000 円 / 月　

【相談と質問】胃の不調、薬の服薬について
【対応】看護師が助言

【相談】腰痛が続く
【対応】詳しい症状をお聞きし受診を勧めた

【相談】顔の火照りがあり、血圧が上昇している
【対応】詳細を伺い、水分を摂取して、冷やしタオル
を額に当て安静にされるように助言

【相談】体調不良
【対応】一人暮らしが淋しいと言われ、精神的な問題
もあると判断し傾聴した

【結果】こんなに話したのは久しぶりと大変喜ばれた

【相談】２時間前から冷や汗が出る
【対応】詳細を伺い、様子を見ることにした⇒数時間後、
看護師から連絡し確認

【結果】状態が落ち着かれたので、安静に過ごされる
様に助言

●ご相談事例

○緊急時は３人体制で迅速・確実に対応

　ご利用者から緊急の通報が入った際は看護師を含めた３人で対応します。
　１人目が「ご利用者との対話」、
　２人目が「消防への出動依頼」、
　３人目が「緊急連絡先への連絡」を同時に行うことで、迅速・確実に対応します。

●緊急通報時の対応

燕市緊急通報システムをご利用ください
高齢者の皆さんの“安心”をサポートします

この事業は、65 歳以上のひとり暮らし高齢者などに緊急通報機器などを貸与し、急病や災害時に
迅速な対応を図ることを目的としています。ひとり暮らし高齢者の「毎日の安心」と「いきいきと
した暮らし」を支えます。
以前から行っている事業ですが、今回対象者要件を緩和し、事業内容を拡充しましたので改めてご
案内します。

●問い合わせ　福祉課高齢福祉係（燕庁舎）　☎ 0256・63・4131（内線 124）

　「救急医療情報キット」は、70 歳以上で一人暮らし（日中一人暮
らしなどで必要と認められた人を含む）の人を対象に配布している
ものです。
　使い方は、救急情報シートに、かかりつけ医、病歴、服薬、緊急連
絡先などを記入し、保険証などのコピーといっしょに筒状容器に入
れて冷蔵庫に保管しておきます。そうすることで、万が一のときに
駆けつけた救急隊員があなたの健康状況を把握することができ、救
命に役立てることができるようになります。
　今年の２月にキットの配布を開始してから、高齢者の緊急搬送時
に役立てられた例が報告されています。緊急の事態に備えるため、
燕市緊急通報システムの利用と同時に緊急医療情報キットをご用意
ください。

万が一のために、救急医療情報キットをご用意ください

▲容器に入れる情報は、常に更新をお願
いします。保険証や投薬状況が変わった
ら新しいものに入れ替えてください。

・救急医療シート
・本人の写真
・保険証のコピー
・診察券のコピー
・薬の服薬状況

容器の中に入れるもの

●利用者宅に設置する機器

緊急通報機器 ペンダント型送信機 火災センサー 安否確認センサー
　緊急時に利用者が受信センターへ連絡する緊急通報機器・ペンダント型送信機。火事の際に自動で受信センター
へ通報する火災センサー。壁などに取り付け、一定の期間、利用者の安否が確認できない際には受信センターに
異常を知らせる安否確認センサーがあります。
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報

●吉田庁舎　
〒 959-0295
燕市吉田日之出町
１番１号
☎ 0256·92·2111
℻   0256·93·3210
●燕庁舎
〒 959-1295
燕市白山町２丁目
７番 27号
☎ 0256·63·4131
℻   0256·63·9845
●分水庁舎
〒 959-0195
燕市分水桜町
３丁目３番１号
☎ 0256·97·2111
℻   0256·97·2115
●燕市
　ホームページ
www.city.
tsubame.niigata.jp
●燕市携帯サイト

2012 燕三条産業カレンダー ※下線の付いている日は産業カレンダーの休日。
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図
書
館
の
指
定
管

理
者
を
募
集

　燕
市
立
図
書
館
、
吉
田
図

書
館
お
よ
び
分
水
図
書
館
を

一
体
的
に
管
理
運
営
す
る
指

定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

　募
集
内
容
な
ど
、
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
施
設
所
管
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
施
設
名

　燕
市
立
図
書
館

（
白
山
町
1
丁
目
2
番
10

号
）
／
吉
田
図
書
館
（
吉
田

大
保
町
22
番
１
号
）
／
分
水

図
書
館
（
分
水
新
町
2
丁
目

5
番
１
号
）

●
指
定
期
間

　平
成
25
年
4

月
1
日
㈪
〜
平
成
28
年
3
月

31
日
㈭

●
申
込
期
限

　10
月
26
日
㈮

●
施
設
所
管
課
・
問
い
合
わ

せ

　生
涯
学
習
課
（
燕
市
立

図
書
館
）
☎
０
２
５
６
・

62
・
２
７
２
６

成
人
式
を
企
画

し
て
み
ま
せ
ん
か

　市
で
は
平
成
25
年
３
月
17

日
㈰
に
、
燕
三
条
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し

て
開
催
す
る
「
成
人
式
」
の

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
「
ち
か
ら
」
で

一
生
の
思
い
出
に
残
る
「
成

人
式
」
に
し
ま
せ
ん
か
！

●
実
行
委
員
の
応
募
資
格

•
新
成
人
（
平
成
４
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）
で
、
市
内
在
住

ま
た
は
以
前
に
住
ん
だ
こ
と

の
あ
る
人
。

•
実
行
委
員
会
（
主
に
夜
間

３
〜
４
回
）に
出
席
し
、開
催

に
向
け
た
準
備
お
よ
び
当
日

の
運
営
に
参
加
で
き
る
人
。

●
実
行
委
員
の
主
な
役
割

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
企
画
、

式
典
当
日
の
司
会
進
行
な
ど

●
募
集
人
数

　12
人
程
度

　

※
市
内
各
中
学
校
出
身
者
２

人
ず
つ
程
度
。

●
申
込
期
限

　10
月
19
日
㈮

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
公
民
館
係
（
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
０

２
５
６
・
63
・
７
０
０
１

公
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

　公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。
申
し
込
み
が
多

数
の
場
合
は
、
選
考
も
し
く

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
募
集
住
宅

〇
市
営
桃
山
住
宅

　１
戸
／

６
・
６
・
4.5
・
Ｄ
Ｋ
／
昭
和

52
年
建
設
／
１
万
４
９
０
０

円
〜
２
万
９
３
０
０
円
／
非

水
洗
ト
イ
レ

〇
県
営
新
生
町
住
宅

　１
戸

／
６
・
６
・
７
・
Ｄ
Ｋ
／
平

成
11
年
建
設
／
２
万
５
９
０

０
円
〜
５
万
９
０
０
円
／
水

洗
ト
イ
レ

〇
県
営
南
吉
田
住
宅

　１
戸

／
６
・
６
・
4.5
・
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／

昭
和
55
年
建
設
／
１
万
５
４

０
０
円
〜
３
万
３
０
０
円
／

水
洗
ト
イ
レ

●
入
居
資
格

　住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
／
同
居
親
族
が
い

る
／
所
得
が
月
額
15
万
８
０

０
０
円
以
下
（
高
齢
者
世
帯

･

障
が
い
者
世
帯･

小
学
校

就
学
前
の
子
ど
も
同
居
世
帯

の
場
合
は
21
万
４
０
０
０
円

以
下
）

※
県
営
新
生
町
住
宅
、
県
営

南
吉
田
住
宅
希
望
で
駐
車
場

（
有
料
）を
利
用
す
る
人
は
、

入
居
手
続
き
時
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

●
申
込
期
限

　10
月
15
日
㈪

●
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ

営
繕
建
築
課
公
営
住
宅
係

（
分
水
庁
舎
）内
線
２
３
３・

２
３
４
／
燕
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
建
設
担
当
（
燕
庁
舎
）

内
線
１
５
６
／
吉
田
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
建
設
担
当
（
吉

田
庁
舎
）
内
線
２
７
３

海
外
見
本
市
に

出
品
す
る
燕
産
地

製
品
を
募
集
！

　中
小
企
業
の
海
外
展
開
に

向
け
た
支
援
事
業
の
取
り
組

み
と
し
て
、
燕
産
地
製
品
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
広
く
販

路
拡
大
を
図
る
た
め
、
海
外

見
本
市
に
出
品
す
る
燕
産
地

製
品
を
募
集
し
ま
す
。

　自
社
の
製
品
を
広
く
海
外

に
向
け
て
情
報
発
信
し
販
路

拡
大
を
図
り
た
い
企
業
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
出
品

要
項
な
ど
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
出
品
展
示
会
名

　メ
ゾ

（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

●
実
施
者

　新
田
初
美
さ

ん
、
立
松
有
美
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

●
対
象

　市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
、
平
成
23
年
４
月
か

ら
平
成
24
年
３
月
に
産
ま
れ

た
第
１
子
が
い
る
、
原
則
全

６
回
受
講
可
能
な
母
親
。

●
受
講
料

　５
０
０
円
（
保

険
料
・
茶
菓
子
代
）

●
定
員

　12
人
（
先
着
順
）

●
申
込
方
法

　10
月
９
日
㈫

午
前
９
時
か
ら
中
央
公
民
館

へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
（
受
付
時
間
…
午
前
９

時
〜
午
後
８
時
）。

※
母
子
別
室
講
座
で
す
。

※
市
内
公
民
館
、図
書
館
、保

健
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
・
児
童

セ
ン
タ
ー
に
チ
ラ
シ
や
ポ
ス

タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
子
育
て
つ
ば
め
〜
ル
で
配

信
し
ま
す
。

※
受
講
で
き
る
人
に
の
み
、

は
が
き
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
（
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
０
２
５
６
・

63
・
７
０
０
１

平
成
25
年
度「
児

童
福
祉
週
間
」標

語
を
募
集
し
ま
す

　毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど

も
の
日
」
か
ら
１
週
間
を

「
児
童
福
祉
週
間
（
５
月
５

日
〜
11
日
）」
と
定
め
て
、

児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及
・

啓
発
の
た
め
の
各
種
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
25

年
度
の
児
童
福
祉
週
間
に
向

け
て
、
そ
の
象
徴
と
な
る
標

語
を
募
集
し
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
㈶
こ
ど

も
未
来
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

kodom
om
iraizaidan.

or.jp/

）を
ご
覧
に
な
る
か
、

問
い
合
わ
せ
先
に
ご
照
会
く

だ
さ
い
。

●
応
募
期
限

　10
月
22
日
㈪

●
募
集
内
容

　元
気
で
頑
張

る
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る

標
語
や
未
来
に
向
け
て
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
な
る
標
語
。

●
主
催

　厚
生
労
働
省
、
社

会
福
祉
法
人
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
、
㈶
こ
ど
も
未
来
財

団

ラ
ー
・
ク
ラ
ス
に
加
え
て
、

上
位
級
に
あ
た
る
ソ
ム
リ

エ・ク
ラ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　１
０
０
年
続
い
た
伝
統
あ

る
産
業
を
さ
ら
に
１
０
０
年

継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に

も
、
カ
ト
ラ
リ
ー
を
深
く
知

り
、
カ
ト
ラ
リ
ー
の
フ
ァ

ン
、
ま
た
カ
ト
ラ
リ
ー
を
伝

え
ら
れ
る
ソ
ム
リ
エ
と
な
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ぜ
ひ

受
験
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

●
と
き

　11
月
11
日
㈰
　開

場
…
午
前
10
時
、
開
始
…
午

前
11
時

●
と
こ
ろ

　吉
田
産
業
会
館

●
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
ク
ラ
ス

○
検
定
内
容

　50
問
60
分
、

正
解
率
70
％
以
上
で
合
格

○
受
験
料

　２
１
０
０
円

（
税
込
）

※
中
学
生
以
下
は
１
０
５
０

円
（
税
込
）

※
公
式
テ
キ
ス
ト
持
ち
込
み

可●
ソ
ム
リ
エ
・
ク
ラ
ス

○
検
定
内
容

　60
問
60
分
、

正
解
率
80
％
以
上
で
合
格

○
受
験
料

　３
１
５
０
円

（
税
込
）

●
問
い
合
わ
せ

　㈶
こ
ど
も

未
来
財
団
研
修
調
査
部
標
語

募
集
係
☎
03
・
５
５
１
０
・

１
８
３
３

「
は
じ
め
て
の
子

育
て
お
助
け
講
座

〜
Ｎ
Ｐ
子
育
て
・

親
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
〜
」（
無
料
保
育

ル
ー
ム
付
き
）

受
講
生
募
集

　は
じ
め
て
の
子
育
て
で
不

安
や
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
　悩
み
や
関
心
の
あ
る

こ
と
を
同
世
代
の
お
子
さ
ん

を
持
つ
お
母
さ
ん
同
士
で
話

し
合
い
な
が
ら
、
ご
自
身
に

合
う
子
育
て
を
一
緒
に
考
え

ま
す
。お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
本
音
で
意

見
を
交
わ
し
ま
し
ょ
う
。

　

●
と
き

　10
月
23
日
㈫
〜
11

月
27
日
㈫

　午
前
10
時
〜
正

午（
毎
週
火
曜
日・全
６
回
）

●
と
こ
ろ

　中
央
公
民
館
　

※
公
式
テ
キ
ス
ト
持
ち
込
み

不
可

●
申
込
期
限

　10
月
10
日
㈬

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

日
本
金
属
洋
食
器
工
業
組

合
☎
０
２
５
６
・
63
・
５

１
２
１
／
℻
０
２
５
６
・

63
・
５
１
２
４
／
Ｅ
メ
ー
ル

youshokki@
friend.ocn.

ne.jp

カ
ト
ラ
リ
ー
検
定
公
式
テ
キ

ス
ト
発
売

　カ
ト
ラ
リ
ー
検
定
学
習
の

一
助
と
し
て
ご
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
検
定
だ
け

で
な
く
、
燕
市
の
歴
史
や
カ

ト
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
も
ご
活
用

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

●
価
格

　２
１
０
０
円
（
税

込
）

●
販
売
場
所

　日
本
金
属
洋

食
器
工
業
組
合
、
燕
市
役
所

（
燕
庁
舎
…
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
吉
田
庁
舎
…
商
工
振

興
課
、
分
水
庁
舎
…
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
）
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

　日
本
金
属

洋
食
器
工
業
組
合
☎
０
２
５

６
・
63
・
５
１
２
１

ン
・
エ
・
オ
ブ
ジ
ェ

●
と
き

　平
成
25
年
1
月
18

日
㈮
〜
22
日
㈫

●
展
示
会
場

　フ
ラ
ン
ス
　

パ
リ
ノ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ル
パ
ン

ト
見
本
市
会
場

●
出
品
費
用

　出
品
に
係
る

費
用
は
無
料
で
す
が
、
ア
テ

ン
ド
の
費
用
に
つ
い
て
は
企

業
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
間

　10
月
3
日
㈬

〜
22
日
㈪

●
申
込
方
法

　出
品
要
項
を

ご
覧
の
う
え
、
出
品
申
込
書

を
事
務
局
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　燕
市
物
産

見
本
市
協
会
（
事
務
局
・
商

工
振
興
課
商
工
振
興
係
・
吉

田
庁
舎
）
内
線
５
６
４
・
５

６
５第

２
回

カ
ト
ラ
リ
ー
検
定

を
実
施
し
ま
す

　昨
年
、
ご
好
評
い
た
だ
き

ま
し
た
カ
ト
ラ
リ
ー
検
定
を

今
年
も
実
施
し
ま
す
。

　第
２
回
カ
ト
ラ
リ
ー
検
定

は
、
昨
年
と
同
様
の
レ
ギ
ュ
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ら
れ
た
こ
ろ
の
奈
良
時
代
・

平
安
時
代
の
遺
跡
出
土
品
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。

●
と
き　
10
月
27
日
㈯
～
31

日
㈬　
午
前
9
時
30
分
～
午

後
5
時

●
と
こ
ろ　
吉
田
公
民
館

●
入
場
料　
無
料

●
会
期
中
イ
ベ
ン
ト

①
展
示
解
説
会　
10
月
28
日

㈰　
午
前
10
時
、
午
後
2
時

30
分

②
体
験　
10
月
28
日
㈰　
午

前
10
時
～
午
後
2
時
30
分

●
料
金　
大
人
３
０
０
円
／

学
生
２
０
０
円
／
小
・
中
学

生
１
０
０
円

●
記
念
講
演
会

◦
と
き　
10
月
20
日
㈯　
午

後
1
時
30
分
か
ら

◦
と
こ
ろ　
分
水
商
工
会
館

（
分
水
良
寛
史
料
館
向
か
い
）

◦
講
師　

高
橋
郁
丸
さ
ん

（
全
国
良
寛
会
理
事
・
県
民

俗
学
会
常
任
理
事
）

◦
演
題　
「
良
寛
さ
ま
が

願
っ
た
こ
と
」

※
入
場
無
料

前
9
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ　
粟
生
津
小
学
校

●
主
な
内
容　
作
品
展
示
・

バ
ザ
ー
・
餅
つ
き

●
問
い
合
わ
せ　
粟
生
津
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
５

６
・
92
・
６
７
０
０

ふ
れ
あ
い

畜
産
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２

●
と
き　
10
月
13
日
㈯　
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　
新
潟
ふ
る
さ
と

村
（
新
潟
市
西
区
）

学
講
師　
高
島
葉
子
さ
ん

●
テ
ー
マ　
「
い
ま
ど
き
の

育
児
プ
ラ
ス
母
乳
育
児
」

●
参
加
費　
無
料

●
問
い
合
わ
せ　
公
益
社
団

法
人
新
潟
県
看
護
協
会
県
央

支
部
（
厚
生
連
三
条
総
合
病

院
婦
人
科
外
来
・
坂
井
）
☎

０
２
５
６
・
32
・
１
１
３
１

※
講
演
会
終
了
後
、
来
場
者

を
無
料
で
特
別
展
に
ご
案
内

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
分
水
良
寛

史
料
館
☎
０
２
５
６
・
97
・

２
４
２
８

燕
市
遺
跡
出
土
品

展
２
０
１
２
古
代

燕
に
暮
ら
す
人
々

　
今
年
は
、
現
在
の
新
潟
県

と
ほ
ぼ
同
じ
範
囲
の
越
後
国

が
で
き
て
１
３
０
０
年
を
迎

え
ま
す
。
新
潟
県
が
形
づ
く

●
入
場
無
料

●
主
な
イ
ベ
ン
ト　
ク
イ
ズ

大
会
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り

（
有
料
）、
手
作
り
バ
タ
ー
教

室（
無
料
）、
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ナ
ー（
無
料
）な
ど

※
一
部
開
始
時
間
が
決
ま
っ

て
い
る
も
の
・
人
数
限
定
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。

※
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
大

人
ま
で
、
一
日
中
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
農
林
水

産
部
畜
産
課
☎
０
２
５
・
２

８
０
・
５
３
０
８

秋
の
良
寛
墨
宝
展

　
国
重
要
文
化
財
や
新
潟
県

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

良
寛
の
貴
重
な
遺
墨
を
中
心

と
し
た
特
別
展
で
す
。
関
係

者
の
特
別
な
は
か
ら
い
で
公

開
し
ま
す
。
良
寛
芸
術
の
精

髄
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
10
月
２
日
㈫
～
11

月
４
日
㈰　
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分　

※
休
館
は
月
曜
日
（
祝
祭
日

は
翌
日
）

（
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
勾ま

が
た
ま玉
づ

く
り
な
ど
）

※
勾
玉
づ
く
り
に
は
、
材
料

費
３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

※
い
ず
れ
も
展
示
会
場
で
行

い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習

課
文
化
振
興
係
（
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）
☎
０
２
５

６
・
63
・
７
０
０
２

粟
生
津
地
区

合
同
文
化
祭

「
秋
・
彩
・
祭
」

●
と
き　
10
月
14
日
㈰　
午

講
演
会
開
催
の

お
知
ら
せ

　
い
ま
ど
き
の
子
育
て
っ
て

…
。
経
験
豊
富
な
講
師
を
迎

え
、
子
育
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な

た
で
も
参
加
歓
迎
で
す
。

●
と
き　
10
月
27
日
㈯　
午

後
2
時
～
4
時

●
と
こ
ろ　
三
条
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
三
条
市
東
本
成

寺
）

●
講
師　
新
潟
県
立
看
護
大

日本赤十字社

救急法基礎講習・救急員養成講習会
とっさの手当がいのちを救う！
救急車が来るまでに…‼

心停止後、ただちに
心肺蘇生法を実施し、
５分以内にＡＥＤを
用いた除細動を行う
ことで、救命率は
特に高まります。

　日本赤十字社では、緊急時に必要な手当て（救命手
当・応急手当）ができるよう、正しい救急法の知識と
技術（実技）をより多くの皆さんから身に付けていた
だくため、次のとおり講習会を開催します。この機会
に、救急法の資格を取得してみませんか。　
●ところ　吉田産業会館（吉田東栄町）
●参加資格　15 歳以上の人
●定員　30 人 （定員になり次第締め切り）
●受講料　3,000 円（教材費）
●携行品など　筆記用具・実技のできる服装
●資格取得　資格要件を満たした人は、日本赤十字社
から基礎講習修了認定証・救急員認定証が交付されま
す。
●講師　川上稔さん（日赤救急法指導員）、本多弥さ
ん（日赤救急法指導員）、荒川摩衣子さん（日赤救急法・
幼児安全法指導員）
●申込期限　10 月 25 日㈭　
●申し込み・問い合わせ

　福祉課（燕庁舎）内線 127

回 と　き 主な内容

１

11 月３日㈷ 
午前 9 時
～午後５時

開講式 
【基礎講習】 　≪救命手当≫ 
赤十字救急法について
一次救命処置　〔心肺蘇生法・AED（自
動体外式除細動器）の使用法・気道
異物の除去〕 

【救急員養成講習】 ≪応急手当≫
急病・けが・きずの手当

２
11 月４日㈰　 
午前 9 時
～午後５時

きずの手当てと止血の方法
包帯（三角巾、包帯の使用方法）
骨折、脱臼、捻挫などの手当て 

３
11 月 10 日㈯ 
 午前 9 時
～午後５時

搬送（１人で運ぶ方法・担架による
搬送など）・救護の心得・救護シミュ
レーション・救急法の検定
閉講式

●日程

第７回燕市美術展覧会
「作品解説会」

　市展審査員による作品解説会を下記の日程で行い
ます。展示されている作品を見ながらの解説です。
皆さんのご来場をお待ちしています。
●市展会期　10 月 19 日㈮～ 22 日㈪
　　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　　（最終日は午後４時まで）
●ところ　吉田産業会館
●作品解説会日程

●問い合わせ

　生涯学習課文化振興係（総合文化センター内）
　☎ 0256・63・7002

部　門 審査員 解説日時

日本画 櫛谷一代 10 月 20 日㈯　午前 10 時から
写　真 平賀治雄 10 月 20 日㈯　午前 11 時から

工芸・彫刻 渡辺信二 10 月 20 日㈯　午後２時から
書　道 伊藤省風 10 月 21 日㈰　午前 10 時から
洋　画 阿部正明 10 月 21 日㈰　午後２時から

『深めよう絆スクール集会』にご参加ください

　いじめ、不登校、暴力行為などの発生は、子どもたちの社会性の不足が要因の一つと考えられることから、人
と人との絆づくり、社会性の育成を主眼にした「深めよう絆スクール集会」を中学校区を単位として開催します。
お誘い合わせてぜひご参加ください（詳しくは各中学校へお問い合わせください。内容変更の場合があります）。

わたしたちは、燕市子どもを育む推進協議会のメン

バーとして「深めよう絆スクール集会」を支援しま

す。

燕市議会、燕市自治会連合会、燕市民生児童委員、人
権擁護委員、燕市 PTA 連絡協議会、各小中学校 PTA

○とき　11 月 27 日㈫　午後 2 時～ 4 時
○ところ　燕中学校（☎ 0256・63・4075）
○対象　燕東小・燕西小・燕南小・燕北小各 6 年生
　　　　および燕中 1 年生

●燕中学校区
○とき　11 月６日㈫　午後 2 時～ 3 時 30 分
○ところ　小池中学校（☎ 0256・64・2033）
○対象　小池小・大関小各 6 年生
　　　　および小池中 2 年生・生徒会役員

●小池中学校区

○とき　10 月 11 日㈭　午後 2 時～ 3 時 30 分
○ところ　スポーツランド燕体育館
○対象　小中川小・松長小各 6 年生
　　　　および燕北中 1、2 年生
※問い合わせは燕北中学校（☎ 0256・63・6055）まで。

●燕北中学校区
○とき　11 月 27 日㈫　午後 2 時～ 4 時
○ところ　吉田中学校（☎ 0256・93・3235）
○対象　粟生津小・吉田小・吉田南小・吉田北小各 6 年生
　　　　および吉田中 1 年生

●吉田中学校区

○とき　10 月 11 日㈭　午後 2 時 10 分～ 3 時 40 分
○ところ　分水中学校（☎ 0256・97・2241）
○対象　分水北小・分水小・島上小各 6 年生
　　　　および分水中 1 年生

●分水中学校区



環
境
・
生
活

健
康
・
福
祉

ふれあい
パーク久賀美から

　☎ 0256・98・0770

道の駅
国上内

2012.10.01 18

くらしのキー情報｜催し｜寛容・生活｜健康・福祉

19 2012.10.01

燕
市

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療

『
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
』費
用
の

一
部
を
助
成

し
ま
す（
高
齢
者
）

　
高
齢
者
の
疾
病
予
防
や
健

康
の
保
持
増
進
、
医
療
費
抑

制
を
図
る
た
め
に
、
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
を
受
け
た
次
の

対
象
者
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

際
に
は
、
委
任
欄
の
記
入
押

印
が
必
要
で
す
。

※
申
請
書
、
請
求
書
は
申
請

場
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所

◦
保
険
年
金
課
（
燕
庁
舎
）

⑭
番
窓
口
（
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
）
ま
た
は
、
⑮
番

窓
口
（
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
被
保
険
者
）

◦
吉
田
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

市
民
係
③
番
窓
口

◦
分
水
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

市
民
係
①
番
窓
口

●
申
請
期
限　
平
成
25
年
３

月
29
日
㈮

※
平
成
25
年
３
月
30
日
・
31

日
に
接
種
し
た
人
は
、
接
種

後
早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ　

◦
燕
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
…
保
険
年
金
課
国
保
係

（
燕
庁
舎
）
内
線
５
５
３
～

５
５
５

◦
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
被
保
険
者
…
保
険
年
金
課

年
金
医
療
係
（
燕
庁
舎
）
内

線
５
５
６

課
環
境
政
策
係
（
燕
庁
舎
）

内
線
２
４
５

絶
対
や
め
よ
う
！

稲
わ
ら
焼
却

　
実
り
の
秋
で
す
。
毎
年
こ

の
時
期
に
な
る
と
心
配
さ
れ

る
の
が
、
収
穫
後
の
稲
わ
ら

焼
却
で
す
。

　
稲
わ
ら
焼
却
は
、
環
境
や

健
康
、
交
通
障
害
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　
稲
わ
ら
・
籾も

み
が
ら
は
、
有

康
保
険
の
被
保
険
者
」
ま
た

は
、
予
防
接
種
時
に
お
い
て

「
75
歳
以
上
の
人
な
ど
新
潟

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
被
保
険
者
で
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人
」

②◦
燕
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
場
合

　
納
期
限
の
到
来
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し

て
い
る
世
帯
に
属
す
る
人
、

ま
た
は
完
納
が
見
込
ま
れ
る

世
帯
に
属
す
る
人

◦
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
被
保
険
者
の
場
合

　
納
期
限
の
到
来
し
て
い
る

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

完
納
し
て
い
る
人
、
ま
た
は

完
納
が
見
込
ま
れ
る
人

③
予
防
接
種
に
対
し
て
健
康

保
険
の
適
用
が
な
い
人

④
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降

に
予
防
接
種
を
受
け
た
人

●
助
成
金
額
お
よ
び
支
給
回

数
　
予
防
接
種
に
係
る
費
用
の

う
ち
３
０
０
０
円
を
限
度
と

し
、
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

（
注
１
）
と
な
り
ま
す
。

※
（
注
１
）
燕
市
国
民
健
康

あ
り
ま
す
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
係
員
に
お
渡

し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
前
に
申
請
書
が

必
要
な
人
は
、
㈱
吉
田
環
境

衛
生
公
社
（
吉
田
本
町
）、

生
活
環
境
課
（
燕
庁
舎
）、

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
吉

田
・
分
水
庁
舎
）
の
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
配
布
日
時　
10
月
20
日
㈯

午
前
８
時
～
午
後
３
時

●
配
布
場
所　
せ
ん
定
枝
リ

サ
イ
ク
ル
施
設（
吉
田
本
町
）

機
肥
料
と
し
て
の
利
用
価
値

が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

秋
す
き
込
み
や
た
い
肥
な
ど

に
活
用
し
て
、
人
と
環
境
に

や
さ
し
い
農
業
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

生
産
振

興
課
（
分
水
庁
舎
）
内
線

４
３
１

保
険
被
保
険
者
期
間
と
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
被
保

険
者
期
間
に
そ
れ
ぞ
れ
１
回

ず
つ
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
１
回
の
接
種

で
約
５
年
間
免
疫
が
持
続
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
接
種
に
つ
い
て
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
と
よ
く
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

◦
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用

の
『
領
収
書
』

※
予
防
接
種
名
、
被
接
種

者
、
接
種
日
、
金
額
、
接
種

機
関
名
が
分
か
る
も
の

◦
助
成
金
額
の
『
振
込
先
通

帳
』

◦
『
印
鑑
』

◦
助
成
金
支
給
『
申
請
書
』

お
よ
び
『
請
求
書
』

※
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
場
合
で
、
世
帯
主
名
義
の

口
座
以
外
に
助
成
金
の
振
り

込
み
を
希
望
す
る
際
に
は
、

委
任
欄
の
記
入
、
押
印
が
必

要
で
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
被
保
険
者
の
場
合
で
、
本

人
名
義
の
口
座
以
外
に
助
成

金
の
振
り
込
み
を
希
望
す
る

●
注
意
事
項

・
１
世
帯
１
０
０
㎏
程
度
ま

で
。
希
望
者
多
数
の
場
合
、

調
整
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

・
袋
に
詰
め
る
人
は
、
丈
夫

で
大
き
い
袋
を
用
意
し
、
必

ず
２
人
以
上
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

・
特
に
午
前
８
時
過
ぎ
と
午

後
３
時
前
は
混
雑
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
㈱
吉
田
環

境
衛
生
公
社
☎
０
２
５
６
・

93
・
２
６
９
３
／
生
活
環
境

●
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
と
は

　
日
本
人
の
死
因
は
、
１
位

「
が
ん
」、２
位「
心
臓
病
」、

３
位
「
脳
卒
中
」、４
位
「
肺

炎
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
「
肺
炎
」
は
、
年
齢
と
と

も
に
重
症
化
し
や
す
く
、
死

亡
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

　
「
肺
炎
」と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
病
原
菌
に
感
染
す
る
こ
と

で
肺
に
炎
症
が
起
こ
る
状
態

を
言
い
、
最
も
多
い
の
は
肺

炎
球
菌
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
を
予

防
す
る
任
意
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
す
。
こ
の
予
防
接
種
で

す
べ
て
の
肺
炎
を
予
防
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
肺

炎
に
か
か
っ
た
場
合
で
も
重

症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
接
種
を

希
望
す
る
際
は
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
と
よ
く
相
談
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
や
副

反
応
に
つ
い
て
十
分
理
解
し

て
か
ら
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

●
助
成
対
象
者
（
①
～
④
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
）

①
予
防
接
種
時
に
お
い
て

「
70
歳
以
上
の
燕
市
国
民
健

長
岡
大
学

“
悠
久
祭
”

●
と
き　
10
月
27
日
㈯
・
28

日
㈰　
午
前
10
時
～
午
後
5

時●
と
こ
ろ　
長
岡
大
学

●
内
容　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
『
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｌ

Ｉ
』（
28
日
、
受
け
付
け
…

正
午
）、
ベ
ン
チ
ャ
ー
模
擬

店
（
27
日
・
28
日
）、
軽
音

ラ
イ
ブ
（
27
日
）、
美
男
美

女
コ
ン
テ
ス
ト
（
27
日
）

●
問
い
合
わ
せ　
長
岡
大
学

☎
０
２
５
８・39・１
６
０
０

“
た
い
肥
”

『
せ
ん
て
い
君
』を

差
し
上
げ
ま
す

　
せ
ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
で
で
き
た
た
い
肥
『
せ
ん

て
い
君
』
を
無
料
で
差
し
上

げ
ま
す
。
配
布
日
当
日
、
せ

ん
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

（
吉
田
本
町
）
に
用
意
し
て

在宅介護をしている皆さんへ

と　き
専門職による相談コーナー ボランティアによる癒しコーナー

ところ

10 月 23 日㈫ 認知症について
（新潟県立吉田病院副院長
阿部道行さん）
※都合により１時～３時 介護の実技相談

（燕市社会福祉協議会
ヘルパー）

・ハンドセラピー・フットセラピー
　疲れた手足をトリートメント♪
・喫茶コーナー
　飲み物やお茶菓子でおもてなし

吉田産業会館

11 月 20 日㈫ こころの相談
（新潟県カウンセリング協会理事 
小林幸枝さん）

燕市老人集会センタ－
（社会福祉協議会内）

　日ごろの介護の悩みや心のモヤモヤ…１人で抱えていませんか？　体や心の疲れを癒す「ほっとカフェ」が好
評開催中です。予約不要で、参加無料です！　お気軽にお越しください。
●対象　ご家庭で要介護１～５の人を介護している市民

※時間はそれぞれ午後１時～４時（好きな時間に行き来できます）。１月、２月も開催します。
●問い合わせ　燕市社会福祉協議会地域福祉課　☎ 0256・62・4361

久賀美そばの日

　食堂味処花てまりのそばのメニューが、すべて地
元産そば粉 100％の打ちたてそばになります。
●とき　10 月 8 日㈷　午前 11 時～午後 4 時
●ところ　味処　花てまり

笹だんご作り体験教室

　家庭で作る機会が少なくなった笹だんご。手づく
りの笹だんごを作ってみませんか？　簡単にできま
すよ！　この機会にぜひ体験してください。
●とき　10 月 24 日㈬　午前 9 時 30 分～正午
●ところ　ふれあいパーク久賀美
●講師　分水チューリップの会
●参加費　1,500 円（10 個分の材料代）
●持ってくるもの　エプロン・三角巾・ふきん２枚
●定員　16 人（先着順・定員になり次第締め切り）
●申込開始　10月７日㈰　午前9時から（時間厳守）
●申込方法　事前予約制（電話・窓口）

第11回 分水しぐれカラオケ選手権大会
出場者募集！

　毎年恒例となりました分水しぐれカラオケ選手権
大会！　出場者全員に賞品をご用意しています。
●とき　11 月 23 日㈷　午後１時から
●参加費　2,000 円
●定員　20 人（20 組）
※応募多数の場合は、抽選となります。
●参加条件　燕市在住者のみ
●選曲条件　「分水しぐれ」のほか新潟県にちなん
だ歌、燕市出身演歌歌手、上杉香緒里さん、金子清
子さんの曲のみ
●申込開始　10 月７日㈰　午前 9 時から



年齢 生年月日

41 歳 昭和46(1971)年4月2日～昭和47(1972)年4月1日
46 歳 昭和41(1966)年4月2日～昭和42(1967)年4月1日
51 歳 昭和36(1961)年4月2日～昭和37(1962)年4月1日
56 歳 昭和31(1956)年4月2日～昭和32(1957)年4月1日
61 歳 昭和26(1951)年4月2日～昭和27(1952)年4月1日

●無料クーポン券対象者（年齢は平成 25 年 3 月 31 日現在）
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◦
平
成
25
年
２
月
14
日
㈭　

午
後
10
時
～
11
時
30
分
…
燕

市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
都
合
の
良
い
会
場
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
無
料
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
燕
市
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
５
６
・

63
・
４
０
０
１
／
吉
田
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
５
６
・

93
・
５
４
６
１
／
分
水
保
健

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
５
６
・

98
・
６
１
１
２

市
医
師
会
の
管
轄
内
に
所
在

す
る
医
療
機
関

◦
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
行
う
市
外
医
療
機
関

●
問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く

り
課
健
康
推
進
係（
燕
庁
舎
）

内
線
２
２
５

平
成
24
年
度

燕
市
健
康

づ
く
り
教
室

元
気
ほ
っ
と

ほ
っ
と
講
座

　
今
よ
り
も
っ
と
元
気
で
い

り
課
健
康
推
進
係（
燕
庁
舎
）

内
線
２
２
７

胃
が
ん
検
診

（
分
水
地
区
）

●
と
き
・
と
こ
ろ

◦
10
月
9
日
㈫
…
分
水
保
健

セ
ン
タ
ー

◦
10
月
10
日
㈬
…
島
上
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
10
月
11
日
㈭
…
国
上
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー

◦
10
月
12
日
㈮
、
13
日
㈯
、

15
日
㈪
、
16
日
㈫
…
分
水
保

●
次
に
該
当
す
る
人
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
予
約
を
変
更

し
て
体
調
の
よ
い
時
に
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
当
日
の
体
温
が
37
度
５
分

以
上
あ
る
人
。

◦
急
性
の
病
気
に
か
か
り
体

の
具
合
が
悪
い
人
。

●
次
に
該
当
す
る
人
は
、
予

防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
医
師
に
よ
く
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
今
ま
で
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
受
け
て
、
２

日
以
内
に
発
熱
し
た
り
、
発

汗
、
じ
ん
ま
し
ん
、
吐
き
気

な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が

お
き
た
こ
と
が
あ
る
人
。

◦
ワ
ク
チ
ン
の
成
分
ま
た
は

卵
、
と
り
肉
、
そ
の
ほ
か
ニ

ワ
ト
リ
に
関
係
す
る
物
に
対

し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
こ
す

恐
れ
が
あ
る
人
。

◦
慢
性
の
病
気
が
あ
る
人

（
心
臓
、
じ
ん
臓
、
肝
臓
、

血
液
疾
患
な
ど
の
病
気
が
あ

る
人
）。

◦
免
疫
不
全
の
診
断
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
人
。

◦
今
ま
で
に
け
い
れ
ん
を
お

こ
し
た
こ
と
が
あ
る
人
。

た
い
！　
１
年
後
も
５
年
後

も
ず
っ
と
健
康
で
い
た
い
！

　
そ
ん
な
あ
な
た
に
お
す
す

め
の
講
座
で
す
。
話
し
た
り

聞
い
た
り
、
普
段
の
生
活
を

振
り
返
る
こ
と
で
、「
元
気
」

を
手
に
入
れ
る
秘
訣
を
つ
か

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

◦
10
月
18
日
㈭　
午
前
10
時

～
11
時
30
分
…
吉
田
公
民
館

◦
11
月
15
日
㈭　
午
前
10
時

～
11
時
30
分
…
分
水
保
健
セ

ン
タ
ー

●
予
防
接
種
後
の
注
意

◦
接
種
後
30
分
は
安
静
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
入
浴
は
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
が
、
注
射
部
位
を
強
く

こ
す
ら
な
い
よ
う
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
接
種
当
日
は
、
激
し
い
運

動
や
大
量
の
飲
酒
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

◦
接
種
後
、
ま
れ
に
発
熱
、

発
し
ん
、
頭
痛
な
ど
の
症
状

が
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

通
常
２
～
３
日
位
で
治
り
ま

す
。
高
熱
、
そ
の
ほ
か
の
異

常
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
時
に
必
要
な
も
の

◦
保
険
証
（
年
齢
な
ど
を
確

認
）

◦
健
康
手
帳
の
あ
る
人
は
健

康
手
帳

※
健
康
手
帳
の
な
い
人
に
は

接
種
済
証
を
発
行
し
ま
す
。

●
接
種
期
間　
10
月
１
日
㈪

～
平
成
25
年
３
月
31
日
㈰

※
必
ず
医
療
機
関
に
予
約
し

て
か
ら
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
医
療
機
関

◦
皮
膚
科
、
眼
科
を
除
く
燕

乳
が
ん
検
診

（
燕
地
区
・
前
半
）

●
と
き
・
と
こ
ろ

◦
10
月
9
日
㈫
、
10
日
㈬
、

11
日
㈭　
午
前
9
時
～
10
時

30
分
、
午
後
1
時
～
2
時
…

燕
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

◦
13
日
㈯　
午
前
9
時
～
10

時
30
分
…
燕
市
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　
40
歳
以
上
の
偶
数

年
齢
の
女
性
、
乳
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者

●
個
人
負
担
金　
７
０
０
円

（
65
歳
以
上
の
人
は
無
料
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　
受
診

票
・
個
人
記
録
票

「
乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
」
に
つ
い
て

　
が
ん
検
診
推
進
事
業
と
し

て
、
下
表
の
対
象
者
に
「
乳

が
ん
検
診
受
診
票
兼
乳
が
ん

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を

5
月
下
旬
に
お
届
け
し
て
い

ま
す
。
乳
が
ん
検
診
（
集
団

検
診
）
を
受
診
す
る
際
に
お

持
ち
い
た
だ
い
た
人
は
、
個

人
負
担
金
が
無
料
に
な
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く

65
歳
以
上
の

皆
さ
ん
へ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

公
費
負
担
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
予
防
接
種
法
に

基
づ
き
、
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
助
成
し
ま
す
。
た

だ
し
、
公
費
で
受
け
ら
れ
る

の
は
１
回
限
り
で
す
。

●
対
象　
満
65
歳
以
上
（
接

種
日
現
在
）
で
接
種
を
希
望

す
る
人

●
接
種
料
金　
１
０
５
０
円

（
自
己
負
担
・
医
療
機
関
の

窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
）

※
65
歳
以
上
で
生
活
保
護
の

人
は
無
料
で
す
。窓
口
で「
資

格
証
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
込
方
法　
医
療
機
関
で

個
別
接
種
と
な
り
ま
す
。
次

の
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん

で
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機

関
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
医
療
機
関
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

平成 24 年度
（25 年度入学）
就学時健康診断日程

●問い合わせ

　学校教育課学事保健係（燕庁舎）
　内線 759

学校名 実施日 受付時間

燕東小学校 11 月 2 日㈮ 午後 1 時～ 1 時 20 分
燕西小学校 10 月 25 日㈭ 午後 0 時 40 分～ 1 時 20 分
燕南小学校 10 月 30 日㈫ 午後 1 時～ 1 時 10 分
燕北小学校 10 月 26 日㈮ 午後 1 時～ 1 時 30 分
小池小学校 11 月 2 日㈮ 午後 0 時 40 分～ 0 時 50 分
大関小学校 11 月 9 日㈮ 午後 0 時 50 分～ 1 時 10 分

小中川小学校 10 月 12 日㈮ 午後 0 時 30 分～ 0 時 50 分
松長小学校 10 月 26 日㈮ 午後 1 時～ 1 時 20 分

粟生津小学校 10 月 31 日㈬ 午後 1 時 30 分～ 1 時 45 分
吉田小学校 10 月 3 日㈬ 午後 1 時～ 1 時 15 分

吉田南小学校 11 月 6 日㈫ 午後 1 時～ 1 時 15 分
吉田北小学校 11 月 13 日㈫ 午後 0 時 50 分～ 1 時 20 分
分水北小学校 10 月 26 日㈮ 午後 1 時～ 1 時 15 分
分水小学校 10 月 30 日㈫ 午後 1 時～ 1 時 20 分
島上小学校 11 月 30 日㈮ 午後 1 時～ 1 時 15 分

健
セ
ン
タ
ー

●
受
付
時
間　
午
前
7
時
30

分
～
9
時
30
分

●
対
象　
30
歳
以
上
の
人

●
負
担
金　
８
０
０
円
（
65

歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　
受
診

票
・
個
人
記
録
票

●
問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く

り
課
健
康
推
進
係
（
燕
庁

舎
）
内
線
２
２
７

献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
献
血
バ
ス
に
よ
る
全
血
献

血（
４
０
０
㎖・２
０
０
㎖
）

を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
燕
地
区
】

■
遠
藤
工
業
株
式
会
社

○
と
き　
10
月
17
日
㈬　
午

前
9
時
30
分
～
11
時

【
吉
田
地
区
】

■
ツ
イ
ン
バ
ー
ド
工
業
　
株

式
会
社

○
と
き
　
10
月
17
日
㈬　
午

後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

●
問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く

り
課
健
康
推
進
係（
燕
庁
舎
）

内
線
２
２
７

タ
ー
ネ
ッ
トhttp://w

w
w.

m
ed.niigata-u.ac.jp/

cns/県
立
リ
ウ
マ
チ

セ
ン
タ
ー
市
民
公

開
講
座
in
新
潟

―
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
現
在

（
い
ま
）未
来（
こ
れ
か
ら
）―

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
最
新
治

療
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

講
演
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

リ
ウ
マ
チ
専
門
医
に
よ
る
ミ

ニ
診
察
。
薬
剤
師
・
リ
ハ
ビ

リ
・
看
護
師
の
よ
る
相
談
。

福
祉
用
具
の
展
示
紹
介
な
ど

を
行
い
ま
す
。

●
と
き　
11
月
3
日
㈷　
午

後
1
時
～
4
時
30
分

●
と
こ
ろ　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
（
新
潟
市
中
央
区
）

●
対
象　
ど
な
た
で
も

●
料
金　
無
料

●
内
容　

①
ミ
ニ
診
察
・
相
談　
午
後

1
時
～
２
時

◦
リ
ウ
マ
チ
専
門
医
に
よ
る

ミ
ニ
リ
ウ
マ
チ
診
察
（
先
着

20
人
・
事
前
申
込
が
必
要
）

◦
薬
剤
師
に
よ
る
お
薬
相
談

（
先
着
10
人
・
事
前
申
込
が

新
潟
大
学

信
楽
園
病
院
合
同

市
民
公
開

Ｃ
Ｋ
Ｄ
セ
ミ
ナ
ー

「
天
地
腎
」

　
慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て
医

師
に
よ
る
講
演
、
薬
剤
師
に

よ
る
寸
劇
、
患
者
さ
ん
か
ら

学
ぶ
Ｃ
Ｋ
Ｄ
自
己
管
理
の
コ

ツ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
開

催
し
ま
す
。

●
と
き　
10
月
21
日
㈰　
午

後
1
時
～
3
時
（
午
後
0
時

30
分
開
場
）

●
と
こ
ろ　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
（
新
潟
市
中
央
区
）

●
対
象　
一
般
市
民
、
慢
性

腎
臓
病
の
患
者
ま
た
そ
の
ご

家
族

●
定
員　
４
３
０
人

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
期
限　
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…

10
月
18
日
㈭
、
は
が
き
…
10

月
16
日
㈫
必
着

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
大
学
腎
医
学
医
療
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
５
・
２
２
７
・

０
４
３
６
／
℻
０
２
５
・
２

２
７
・
０
４
３
７
／
イ
ン

必
要
）

◦
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
相
談

（
先
着
10
人
・
事
前
申
込
が

必
要
）

◦
看
護
師
に
よ
る
生
活
相
談

（
先
着
10
人
・
事
前
申
込
が

必
要
）

②
講
演
会　
午
後
2
時
30
分

～
4
時
30
分

◦
「
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
現
在

（
い
ま
）」　
―
痛
み
の
な
い

生
活
を
―
（
講
師
…
県
立
リ

ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
院
長　
村

澤
章
）

◦
「
リ
ウ
マ
チ
薬
物
療
法
の

最
近
の
動
向
」（
講
師
…
県

立
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
医
師

小
林
大
介
）

◦
「
リ
ウ
マ
チ
を
も
っ
と
良

く
す
る
た
め
の
手
術
と
リ
ハ

ビ
リ
」（
講
師
…
県
立
リ
ウ

マ
チ
セ
ン
タ
ー
診
療
部
長　

石
川
肇
）

③
暮
ら
し
に
役
立
つ
福
祉
用

具
の
展
示

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
リ
ウ
マ
チ
セ
ン
タ
ー
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
５

４・23・７
７
５
１
（
平
日
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）
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（
正
午
か
ら
豚
汁
を
提
供
し

ま
す
）

●
主
催　
燕
市
教
育
委
員
会

●
主
管　
一
般
財
団
法
人
燕

市
体
育
協
会　

●
申
し
込
み　
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
（
燕
市
体
育
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
０
２
５
６
・
64
・
３

０
９
１
／
吉
田
総
合
体
育
館

☎
０
２
５
６
・
92
・
５
１
０

０
／
分
水
総
合
体
育
館
☎
０

２
５
６
・
97
・
１
４
１
１

●
問
い
合
わ
せ　
一
般
財
団

法
人
燕
市
体
育
協
会
（
燕
市

体
育
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
０
２

５
６
・
64
・
３
０
９
１

市
民

ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室

　
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
普
及
と

ラ
ン
ニ
ン
グ
愛
好
者
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、
市
民

ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
専
門
の
指
導
者
が
ラ

ン
ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
方
法
を
指
導
し
ま

す
。

　
初
心
者
大
歓
迎
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い

●
と
き　
10
月
16
日
㈫
か
ら

館
・
吉
田
小
学
校
体
育
館

●
参
加
費　
１
チ
ー
ム
１
０

０
０
円（
抽
選
会
時
に
納
入
）

●
参
加
資
格　
吉
田
地
区
在

住
（
小
学
生
以
上
）
お
よ
び

吉
田
地
区
在
勤
の
人

※
登
録
は
15
人
ま
で
。
男
女

７
人
で
編
成
し
、
女
子
３
人

以
上
が
常
時
出
場
し
て
い
る

こ
と
。
た
だ
し
、
小
学
生
は

女
子
と
し
て
数
え
３
人
ま
で

と
す
る
。

●
表
彰　

会
場
ご
と
に
優

勝
、
準
優
勝
、
第
３
位
ま
で

●
抽
選
会　
10
月
29
日
㈪
午

後
７
時
30
分
か
ら
、
吉
田
総

合
体
育
館
会
議
室
で
行
い
ま

す
。

●
そ
の
他　
審
判
は
各
チ
ー

ム
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
10

月
24
日
㈬
ま
で
に
吉
田
総
合

体
育
館
（
℻
０
２
５
６
・

92
・
５
１
０
０
）
も
し
く
は

燕
市
体
育
セ
ン
タ
ー
（
℻
０

２
５
６
・
64
・
３
０
９
０
）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み

も
可
）。

●
問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ

　
入
館
の
際
に
、
名
前
と
年

齢
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま

す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
通
常
通
り
出
札

に
て
パ
ス
ポ
ー
ト
を
ご
提
示

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
ビ
ジ
ョ
ン

よ
し
だ
☎
０
２
５
６
・
93
・

６
６
０
０

吉
田
総
合
体
育
館

か
ら
雨
天
時
の

一
般
開
放
中
止
の

お
知
ら
せ

　
雨
天
時
は
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
行
事
の
た
め
、
一
般
開

放
を
中
止
し
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
と
き　
10
月
21
日
㈰

●
中
止
箇
所　
吉
田
総
合
体

育
館
ア
リ
ー
ナ
（
競
技
場
）

●
問
い
合
わ
せ　
吉
田
総
合

体
育
館
☎
０
２
５
６
・
92
・

５
１
０
０

◦
体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
／

女
性
40
㎏
以
上
の
人

　
登
録
受
付
は
直
接
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ　
三
条
保
健

所
☎
０
２
５
６
・
36
・
２
３

６
２
／
新
潟
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
５
・
２
３

０
・
１
７
０
２
／
新
潟
県
健

康
対
策
課
☎
０
２
５
・
２
８

０
・
５
２
０
２
／
日
本
骨
髄

バ
ン
ク
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
１
２
０・４
４
５・４
４
５

第
７
回

燕
市
民
親
善

カ
ロ
ー
リ
ン
グ

大
会

●
と
き　
11
月
11
日
㈰

●
と
こ
ろ　
吉
田
総
合
体
育

館●
参
加
費　
無
料

●
参
加
資
格　
燕
市
在
住
お

よ
び
在
勤
の
人
（
団
体
戦
の

み
。
１
チ
ー
ム
３
人
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
）

推
進
課
（
燕
市
体
育
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
０
２
５
６
・

64
・
３
０
９
１

市
民
健
康

ウ
ォ
ー
ク

●
と
き　
10
月
21
日
㈰　
午

前
９
時
出
発
（
受
け
付
け
…

午
前
８
時
30
分
か
ら
）

※
小
雨
決
行
（
台
風
や
雷
雨

な
ど
の
悪
天
候
以
外
は
実
施

し
ま
す
）

●
集
合
場
所　
燕
市
交
通
公

園
芝
生
広
場

●
コ
ー
ス　
燕
市
交
通
公
園

～
中
之
口
川
・
河
川
遊
歩
道

～
つ
ば
く
ろ
運
動
広
場
折
り

返
し
（
全
長
12
㎞
・
約
２
時

間
30
分
）

●
参
加
資
格　
健
康
状
態
が

良
好
な
人
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

●
参
加
料　
無
料

●
服
装
・
持
っ
て
く
る
も
の

歩
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ

ル
、
水
分
、
雨
具
、
敷
物
、

お
昼
ご
飯
、
お
椀わ

ん
は
し
な
ど

●
表
彰　
優
勝
、
準
優
勝
、

第
３
位
ま
で

●
抽
選
会　
大
会
事
務
局
抽

選
と
し
ま
す（
当
日
発
表
）。

●
そ
の
他　
大
会
練
習
（
講

習
会
）
を
11
月
９
日
㈮
の
午

後
７
時
か
ら
吉
田
総
合
体
育

館
で
行
い
ま
す
。

●
申
込
方
法　
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
10

月
31
日
㈬
ま
で
に
吉
田
総
合

体
育
館
（
℻
０
２
５
６
・

92
・
５
１
１
０
）、
燕
市
体

育
セ
ン
タ
ー
（
℻
０
２
５

６
・
64
・
３
０
９
０
）、
分

水
総
合
体
育
館
（
℻
０
２
５

６
・
97
・
２
９
４
８
）
の
い

ず
れ
か
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
（
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し

込
み
も
可
）。

●
問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
（
燕
市
体
育
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
０
２
５
６
・

64
・
３
０
９
１

第
24
回

吉
田
地
区
７
人
制

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

●
と
き　
11
月
４
日
㈰

●
と
こ
ろ　
吉
田
総
合
体
育

毎
週
火
曜
日　
午
後
７
時
30

分
～
９
時
（
10
回
コ
ー
ス
）

●
と
こ
ろ　
三
条
燕
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

●
参
加
費　

２
３
０
０
円

（
保
険
料
込
み
）

●
定
員　
20
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

●
主
催　
燕
市
教
育
委
員
会

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

一
般
財
団
法
人
燕
市
体
育
協

会
（
燕
市
体
育
セ
ン
タ
ー

内
）
☎
０
２
５
６
・
64
・
３

０
９
１

ビ
ジ
ョ
ン
よ
し
だ

無
料
招
待
デ
ー

　
運
動
し
た
い
け
ど
、
な
か

な
か
キ
ッ
カ
ケ
が
な
い
人
、

ビ
ジ
ョ
ン
よ
し
だ
の
利
用
が

初
め
て
の
人
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

●
と
き　
10
月
８
日
㈷
（
体

育
の
日
）　

午
前
10
時
～
午

後
６
時
（
全
館
）

●
内
容　
10
月
８
日
㈷
に
、

ビ
ジ
ョ
ン
よ
し
だ
に
来
館
し

た
人
は
全
員
、
入
館
料
が
無

料
に
な
り
ま
す
（
教
室
に
参

加
す
る
場
合
は
、
別
途
料
金

が
か
か
り
ま
す
）。

済
生
会
三
条
病
院

第
18
回
健
康
教
室

●
と
き　
10
月
6
日
㈯　
午

前
10
時
～
11
時
30
分
（
受
け

付
け
…
9
時
30
分
か
ら
）

●
と
こ
ろ　
三
条
市
中
央
公

民
館

●
内
容

①「
メ
タ
ボ
は
万
病
の
も
と
」

（
検
診
科
医
師　
小
山
仙
）

②｢

メ
タ
ボ
予
防
の
た
め
の

～
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト｣

（
栄
養
科　
熊
倉
春
奈
）

③
脱
・
メ
タ
ボ
体
操
（
理
学

療
法
士　
坂
井
英
和
）

●
参
加
費　
無
料

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
新
潟
県
済

生
会
三
条
病
院
地
域
医
療
連

携
室
☎
０
２
５
６
・
33
・

１
５
５
１

10
月
は
骨
髄
バ
ン

ク
推
進
月
間
で
す

　
ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
人
は

◦
骨
髄
・
末

ま
っ
し
ょ
う梢
血
幹
細
胞
の

提
供
の
内
容
を
十
分
に
理
解

し
て
い
る
人

◦
年
齢
が
18
歳
以
上
54
歳
以

下
で
健
康
な
人

スポーツ教室参加者募集 ‼

番号 教室名 会場・対象 開催日 主な内容

① ぽっかぽか
健康教室

分水地域交流センター
一般市民

11 月 6 日～ 1 月 15 日
火曜日

午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分

中高年向けの健康教室で、音楽に合わ
せてソフトエアロビクスを行います。

② たんぽぽ
エアロビクス

分水地域交流センター
一般市民

11 月 6 日～ 1 月 15 日
火曜日

午後 2 時～ 3 時

ステップ台を使ったエアロビクスや軽
い筋力トレーニングで楽しく汗を流
し、体力・筋力をつけるプログラムで
す。

③ スマイル
ピラティス教室

分水地域交流センター
一般市民

11 月 6 日～ 1 月 15 日
火曜日

 午後 7 時 45 分～ 8 時 45 分

ピラティス ､ 筋コンディショニングな
どを行います。体幹を鍛え、きれいな
姿勢を保つためのエクササイズです。

④ シェイプアップ
エアロ

分水地域交流センター
一般市民

11 月 7 日～ 1 月 16 日
水曜日

 午後 7 時 45 分～ 8 時 45 分

ステップ台を使ったエアロビクスや軽
い筋力トレーニングで楽しく汗を流
し、体力・筋力をつけるプログラムで
す。

⑤ 太極拳教室
（入門編）

分水地域交流センター
一般市民

11 月 7 日～ 1 月 16 日
水曜日

 午後 7 時～午後 8 時 30 分

入門編を行います。太極拳は、気血の
流れをよくし、五臓六腑全体の機能を
高めます。肩こり ､ 腰痛 ､ ストレス解
消などに大きな効果が期待されます。

⑥ かがやきアップ
教室

分水公民館
一般市民

11 月 8 日～ 1 月 17 日
木曜日

午前 10 時～ 11 時

中高年向けの健康教室で、ソフトエア
ロビクスや転倒予防を目的とした筋力
トレーニングを行います。

⑦ フラダンス教室 分水地域交流センター
一般市民

11 月 8 日～ 1 月 17 日
木曜日

午後 6 時 45 分～ 8 時

初心者向けのフラダンス教室です。ゆ
ったりした動きで足腰を使い、シェイ
プアップ効果があります。どなたでも
気軽にご参加ください。

⑧ スマイルエアロ 分水地域交流センター
一般市民

11 月 9 日～ 1 月 25 日
金曜日

午前 9 時 30 分～ 10 時 30 分

ソフトエアロビクスでさわやかな汗を
流しませんか？　年齢を問わずどなた
でも気軽にご参加いただけます。

　燕市教育委員会では、11 月から開催するスポーツ教室の参加者を募集します。日ごろ運動不足を感じて
いるあなた！　ぜひこの機会に新たなチャレンジをしてみませんか？　初心者大歓迎！
※各教室とも全 10 回、参加費は 3,000 円。

●申し込み・問い合わせ　ＮＰＯ法人クラブスポーツバイキングぶんすい（分水総合体育館内）
　　　　　　　　　　　　☎ 0256・97・3188（受け付け…火～金曜日　午後１時～６時 30 分）
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だ
く
こ
と
に
よ
り
翌
年
度
か

ら
新
し
い
名
義
人
に
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

登
記
済
み
家
屋
の
取
り
壊
し

　
取
り
壊
し
た
年
の
内
に
法

務
局
へ
滅
失
登
記
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
市
へ

の
届
け
出
は
不
要
に
な
り
ま

す
。

　

年
末
の
取
り
壊
し
の
た

め
、
法
務
局
へ
の
滅
失
登
記

が
年
を
越
し
て
し
ま
う
場
合

は
、
年
内
に
市
へ
の
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の

取
り
壊
し

　
取
り
壊
し
後
、
速
や
か
に

市
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
年
の
内
に
届
け
出

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
翌

年
度
も
課
税
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

登
記
済
み
家
屋
の
名
義
変
更

　
名
義
変
更
が
あ
っ
た
年
の

内
に
法
務
局
へ
所
有
権
移
転

登
記
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
市
へ
の
届
け
出
は
不
要

に
な
り
ま
す
。
所
有
権
移
転

登
記
が
年
を
越
し
て
し
ま
う

と
、
翌
年
度
も
旧
名
義
人
へ

課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

の
整
備
に
関
す
る
事
業

④
青
少
年
健
全
育
成
助
成
事

業　
青
少
年
の
健
全
育
成
の

た
め
、
主
と
し
て
親
子
で
参

加
す
る
ソ
フ
ト
事
業

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

（
吉
田
庁
舎
）
内
線
２
５
２

10
月
は

土
地
月
間
で
す

①
土
地
取
引
の
届
出
に
つ
い

て
　
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、

法
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

を
行
っ
た
場
合
、
燕
市
を
経

由
し
て
県
知
事
に
届
出
す
る

こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。
届
出
を
し
な
か
っ
た

り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
法
定
面
積

・
燕
弥
彦
都
市
計
画
区
域
内

（
非
線
引
き
都
市
計
画
区
域
）

５
０
０
０
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域

１
０
０
０
０
㎡
以
上

※
個
々
の
取
引
面
積
が
小
さ

い
場
合
で
も
、
総
面
積
が
法

予
定
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の

申
し
込
み
が
11
月
１
日
㈭
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　
幼
稚
園
…
11

月
1
日
㈭
～
9
日
㈮
／
保
育

園
…
11
月
１
日
㈭
～
10
日
㈯

午
前
中

※
申
込
用
紙
な
ど
は
、
10
月

15
日
㈪
以
降
に
各
幼
稚
園
・

保
育
園
お
よ
び
子
育
て
支
援

課
（
燕
庁
舎
）、
吉
田
・
分

水
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
用

意
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、「
広
報
つ
ば
め
」

10
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支

援
課
子
育
て
支
援
係
（
燕
庁

舎
）
内
線
７
８
５

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を

活
用
し
て

み
ま
せ
ん
か

　
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

向
上
の
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
対
す
る
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
面
積
以
上
に
な
る
場
合

は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

●
届
出
義
務
者　
土
地
の
権

利
取
得
者
（
売
買
で
あ
れ
ば

買
主
）

●
届
出
期
限　
契
約
（
予
約

を
含
む
）
の
日
か
ら
起
算
し

て
２
週
間
以
内

②
新
潟
県
地
価
調
査
結
果

　
平
成
24
年
度
の
地
価
調
査

結
果
を
９
月
20
日
㈭
に
公
表

し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　
①
…
都
市

計
画
課
都
市
計
画
係
（
分
水

庁
舎
）
内
線
３
１
４
／
②
…

土
木
課
用
地
係（
分
水
庁
舎
）

内
線
２
７
２

家
屋
の

取
り
壊
し
・

名
義
変
更
の
届
出

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
の
状
況
に
基
づ

い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
の

途
中
で
取
り
壊
し
た
家
屋

は
、
正
し
く
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
翌
年

度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
年
の
途
中
で

名
義
変
更
さ
れ
た
場
合
は
、

正
し
く
手
続
き
を
し
て
い
た

　
平
成
25
年
度
分
の
助
成
を

募
集
し
ま
す
。
短
い
募
集
期

間
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
25
年
度
中
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
予
定
し
、
助
成

を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請

書
類
を
ご
請
求
の
う
え
、
10 

月
19
日
㈮
ま
で
に
作
成
・
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
（
自
治
会
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
）、
自
主
防
災
組
織

な
ど

●
助
成
対
象
事
業

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
直
接
必
要
な
設
備
の
整
備

に
関
す
る
事
業
（
例
：
環
境

美
化
、
健
康
増
進
、
交
通
安

全
、
祭
り
、
文
化
・
体
育
活

動
、
福
祉
活
動
な
ど
）

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

助
成
事
業　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
推
進
の
た
め
に
必
要
な

集
会
施
設
の
建
設
、
修
繕
と

そ
の
施
設
に
必
要
な
備
品
に

関
す
る
事
業

③
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成

事
業　
自
主
防
災
組
織
ま
た

は
そ
の
連
合
体
が
行
う
地
域

の
防
災
活
動
に
必
要
な
設
備

名
称

｢
燕
南
こ
ど
も
園
」

に
決
定
！

燕
市
立
で
初
め
て
の
幼
保
連

携
型
の
認
定
こ
ど
も
園

　
燕
市
教
育
委
員
会
は
、
平

成
25
年
４
月
に
開
園
す
る
燕

南
幼
稚
園
と
南
保
育
園
が
一

体
に
な
っ
た
施
設
の
名
称
を

「
燕
南
こ
ど
も
園
」
と
決
定

し
ま
し
た
。
現
在
の
南
保
育

園
を
増
改
築
し
て
、
開
園
し

ま
す
。

　

名
称
は
、
７
月
に
公
募

し
、
応
募
総
数
は
28
点
、
22

人
の
市
民
や
園
の
保
護
者
か

ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
燕
南
こ
ど
も
園
」
は
、

最
多
の
７
人
か
ら
応
募
が
あ

り
、
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や

す
く
表
現
し
て
い
る
こ
と
か

ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支

援
課
子
育
て
支
援
係
（
燕
庁

舎
）
内
線
７
８
３

平
成
25
年
度

幼
稚
園
・
保
育
園

の
入
園
申
し
込
み

　
平
成
25
年
度
４
月
に
入
園

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の

名
義
変
更

　
名
義
変
更
後
、
速
や
か
に

市
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
年
の
内
に
届
け
出

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
翌

年
度
も
旧
名
義
人
へ
課
税
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
名
義
変

更
の
理
由
が
相
続
以
外
の
場

合
は
、
旧
名
義
人
の
実
印
と

印
鑑
証
明
が
必
要
で
す
。

●
手
続
方
法　
税
務
課
（
燕

庁
舎
）、
吉
田
・
分
水
サ
ー

正
率
基
準
表
の
う
ち
、「
冷

凍
倉
庫
用
の
も
の
」が「
冷
蔵

倉
庫
用
の
も
の
」
に
改
め
ら

れ
、適
用
基
準
が「
保
管
温
度

が
＋
10
℃
以
下
に
保
た
れ
る

倉
庫
」に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

非
木
造
の
倉
庫
を
所
有

し
、
そ
の
倉
庫
自
体
に
冷
蔵

機
能
を
備
え
て
お
り
（
常
温

倉
庫
内
に
単
に
冷
蔵
庫
を
設

置
し
て
い
る
も
の
は
除
き

ま
す
）、
倉
庫
内
が
常
に
＋

10
℃
以
下
に
保
た
れ
て
い
る

い
、
感
想
を
語
り
合
い
、
読

書
の
楽
し
さ
を
分
か
ち
合
う

会
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
奥
の
細
道
」

を
読
み
ま
す
。

●
と
き　
10
月
20
日
㈯　
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　
燕
市
立
図
書
館

●
問
い
合
わ
せ　
燕
市
立
図

書
館
☎
０
２
５
６
・
62
・
２

７
２
６

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
届
出
書
を

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
印
鑑

を
お
持
ち
に
な
り
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
資

産
税
係
（
燕
庁
舎
）
内
線

５
１
４
～
５
１
９

冷
蔵
倉
庫
用
の

非
木
造
家
屋
を

探
し
て
い
ま
す

　
平
成
24
年
度
か
ら
非
木
造

家
屋
の
経
年
に
よ
る
減
点
補

場
合
は
、
次
の
問
い
合
わ
せ

先
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

現
地
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
該
当
す
る
場
合
は
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
税
務
課
資

産
税
係
（
燕
庁
舎
）
内
線

５
１
４
～
５
１
９

土
曜
サ
ロ
ン
・

読
書
を
ほ
ん
と
う

に
楽
し
む
会

　
読
書
好
き
な
人
た
ち
が
集

弁
護
士
に
よ
る

無
料

法
律
相
談
会

●
相
談
日　
10
月
12
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
と
こ
ろ　
燕
商
工
会
議
所

（
東
太
田
）

●
相
談
時
間　
30
分

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
燕
商
工
会

議
所
経
営
支
援
課
☎
０
２
５

６
・
63
・
４
１
１
６

信濃川の川づくりについて
ご意見をお聴かせください
　国土交通省北陸地方整備局では、信濃川のこれからの川づ
くりについて定める「信濃川水系河川整備計画」策定に向け
て、信濃川と関わりのある地域の皆さんのご意見を伺うため、
住民懇談会を開催します。
※以下の会場では、大河津洗堰から下流の信濃川を対象に開
催します。
●とき・ところ

◦三条会場　10 月 11 日㈭　午後 6 時 30 分～ 2 時間程度
　燕三条地場産業振興センター・リサーチコア（三条市須頃）
◦新潟会場　10 月 12 日㈮　午後 6 時 30 分～ 2 時間程度
　新潟ユニゾンプラザ（新潟市中央区）
●申し込み

　申し込みは不要ですが、当日参加希望者多数の場合は、入
場制限をさせていただく場合があります。また、ご意見はホー
ムページなどでも受け付けています。
●問い合わせ

　信濃川下流河川事務所調査設計課　☎ 025・266・7134
　ホームページ
　http://www.hrr.mlit.go.jp/shinage/shinano-plan/

10・11 月は『納税推進強化期間』
～市税の納期内納付をお願いします～

納税催告 電話催告、自宅訪問を行います。

納税相談

納期内に納付が困難な人の相談を受け付けます（執務
時間内）。
※毎週水曜日（祝日は除く）は午後７時まで、
10 月 14 日㈰・11 月 11 日㈰は午前 8 時 30 分から正
午まで実施します。

財産調査 官公署、金融機関、保険会社などに対し調査を行います。
給与調査 勤務先に対し給与の調査を行います。

差押処分
不動産や預貯金、給与などを差し押さえます。
差押後も納付がない場合、その財産の公売、取り立て
を行う場合もあります。

　市民の皆さんに納めていただく税金は、安心で住みよいま
ちづくりのための重要な財源です。多くの皆さんには、納期
までに納付していただいていますが、さまざまな理由で滞納
している人が年々増えています。
　市では、10・11 月を「納税推進強化期間」として税負担
の公平性や市財源を確保するため、滞納している人へ次の取
り組みを行っていきます。

　この機会に税について認識を深めていただき、納期内の納
税にご理解とご協力をお願いします。
●問い合わせ　収納課収納係（燕庁舎）　内線 537 ～ 539
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入
澤
☎
０
９
０
・
１
２
０

３
・
３
２
５
７
（
平
日
は
午

後
5
時
以
降
）

向
日
葵
の
会
に

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

　
現
在
、
不
登
校
や
引
き
こ

も
り
を
し
て
い
る
子
ど
も
の

い
る
保
護
者
や
そ
の
経
験
者

が
集
ま
っ
た
会
で
す
。

●
と
き　
毎
月
第
2
金
曜
日

午
後
7
時
～
9
時
（
途
中
か

ら
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
）

※
8
月
の
会
は
お
休
み
し
ま

す
。

※
2
月
と
7
月
は
懇
親
会
の

た
め
、
会
は
お
休
み
で
す
。

懇
親
会
も
出
席
し
て
い
た
だ

き
、
肩
の
荷
を
降
ろ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
と
こ
ろ　
燕
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
大
曲
、
市

民
体
育
館
と
な
り
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
当
日
会
場
ま

で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
参
加

費
は
無
料
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
外
山
☎
０

９
０・３
０
９
９・３
１
７
５

　
10
月
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

放
送
の
受
信
障
害
の
防
止
対

策
を
推
進
す
る
「
受
信
環
境

ク
リ
ー
ン
月
間
」
で
す
。

※
受
信
障
害
と
は
、
不
法
無

線
局
か
ら
発
射
さ
れ
る
不
法

電
波
な
ど
に
よ
っ
て
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
が
妨
害
を

受
け
、
良
好
な
放
送
の
受
信

が
で
き
な
く
な
る
も
の
で

す
。 

　
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら

な
い
、
ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入

る
と
い
っ
た
電
波
に
関
す
る

ご
相
談
は
、
左
記
の
信
越
総

合
通
信
局
ま
で
ど
う
ぞ
（
相

談
は
無
料
）。

●
問
い
合
わ
せ

◦
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨

害
お
よ
び
違
法
な
無
線
設
備

の
情
報
に
関
す
る
こ
と
…
監

視
調
査
課
☎
０
２
６
・
２
３

４
・
９
９
７
６

◦
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放

送
の
受
信
障
害
に
関
す
る
こ

と
…
受
信
障
害
対
策
官
☎
０

２
６
・
２
３
４
・
９
９
９
１

◦
そ
の
ほ
か
、
情
報
通
信
の

行
政
相
談
に
関
す
る
こ
と
…

総
合
通
信
相
談
所
☎
０
２

６
・
２
３
４
・
９
９
６
１

62
・
３
６
３
０
／
Ｅ
メ
ー

ルtobibakoho@
r9.dion.

ne.jp骨
髄
バ
ン
ク

推
進
月
間
に

パ
ネ
ル
展
示

　
命
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ド

ナ
ー
登
録
は
２
㏄
の
採
血
か

ら
。
骨
髄
バ
ン
ク
運
動
の
歩

み
を
展
示
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ　
10
月
2
日
㈫
～

31
日
㈬　
午
前
9
時
～
午
後

5
時
（
最
終
日
は
午
後
4
時

ま
で
）

●
と
こ
ろ　
ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
久
賀
美（
道
の
駅
国
上
内
）

●
対
象　
一
般
市
民

●
問
い
合
わ
せ　
金
子
☎
０

２
５
６
・
93
・
２
７
５
８

秋
の

薬
膳
料
理
教
室

　
村
上
越
後
の
薬
膳
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
佐
藤
さ
ん
の
お
話
を

お
聞
き
し
、
薬
草
を
見
つ
け

あ
と
で
薬
膳
料
理
を
い
た
だ

き
ま
す
。

●
と
き　
10
月
21
日
㈰　
午

前
10
時
～
午
後
2
時

※
雨
天
決
行

す
る
相
談
を
受
け
る
と
と
も

に
、
今
年
は
調
停
制
度
施
行

90
周
年
で
あ
り
、
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
調
停
制
度
の

普
及
宣
伝
を
図
る
た
め
、「
調

停
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き　
10
月
24
日
㈬　
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ　
加
茂
市
産
業
セ

ン
タ
ー
（
加
茂
市
幸
町
）

●
相
談
担
当
者　
新
潟
地
方

裁
判
所
所
属
お
よ
び
新
潟
家

庭
裁
判
所
所
属
調
停
委
員

●
主
催　
公
益
財
団
法
人
日

本
調
停
協
会
連
合
会
、
新
潟

県
調
停
協
会
連
合
会
、
三
条

地
区
調
停
協
会

●
後
援　
最
高
裁
判
所

●
問
い
合
わ
せ　
新
潟
地
方

裁
判
所
三
条
支
部
☎
０
２
５

６
・
32
・
１
７
５
８

上
越
新
幹
線
に

お
け
る

夜
間
訓
練
列
車
の

運
転
に
つ
い
て

　
上
越
新
幹
線
に
お
い
て
災

害
・
異
常
時
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
に
お
け
る
早
期
復
旧

と
安
全
作
業
の
確
立
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま

「
菓
子
祭
り
」
を
行
い
、
お

菓
子
の
起
源
を
学
び
ま
す
。

●
と
き　
10
月
14
日
㈰　
午

後
1
時
30
分
～

●
と
こ
ろ　

戸
隠
神
社
内

「
菓
祖
社
」

※
約
20
分
で
終
わ
り
ま
す

が
、
お
祭
り
の
後
に
燕
菓
子

組
合
の
献
上
銘
菓
を
お
配
り

し
ま
す
（
限
定
50
個
）。

●
問
い
合
わ
せ　
燕
菓
子
組

合
（
遠
藤
）
☎
０
２
５
６
・

62
・
２
０
５
１

趣
味
を

持
ち
ま
せ
ん
か

　
み
ん
な
楽
し
く
や
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
会
場
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

■
油
絵
教
室

○
と
き
・
と
こ
ろ　
毎
週
火

曜
日　
午
後
７
時
～　
中
央

公
民
館
（
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

○
問
い
合
わ
せ　
佐
野
☎
０

２
５
６
・
63
・
３
５
０
２

■
水
彩
教
室

○
と
き
・
と
こ
ろ
　
毎
週
水

曜
日　
午
後
１
時
30
分
～
４

時　
宮
町
集
会
所
／
毎
週
木

曜
日　
午
後
７
時
～　
中
央

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
10
月
の
第
3
月

曜
日
か
ら
の
1
週
間
を
「
行

政
相
談
週
間
」
と
し
、
相
談

所
の
開
設
や
広
報
活
動
を
重

点
的
に
行
い
ま
す
。

　
県
内
に
お
い
て
も
、
行
政

相
談
週
間
を
中
心
と
し
て
、

１
日
合
同
行
政
相
談
所
を
新

潟
市
、
新
発
田
市
、
長
岡
市

で
開
催
す
る
ほ
か
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相

談
委
員
が
各
市
町
村
に
お
い

て
広
報
活
動
や
特
設
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
新
潟
行
政

評
価
事
務
所
☎
０
２
５
・
２

２
４
・
３
５
１
３

う
ち
エ
コ
診
断
の

受
診
家
庭
を

募
集
し
ま
す

　
新
潟
県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
環

境
省
が
進
め
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
「
う
ち
エ
コ
診

断
」
を
無
料
で
実
施
し
、
認

定
を
受
け
た
診
断
員
が
各
家

庭
の
実
情
に
あ
っ
た
Ｃ
Ｏ
２

削
減
、
効
果
的
な
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
の
詳
細
情
報

●
と
こ
ろ　
三
燕
み
ど
り
の

森
、
燕
市
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
食
事
）

●
対
象　
一
般
市
民

●
定
員　
35
人

●
参
加
費　
３
６
０
０
円

●
申
込
期
限　
10
月
10
日
㈬

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
を
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
チ
ケ
ッ
ト
を
お
届
け

し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

齋
藤
☎
０
９
０
・
３
７
５

７
・
３
２
４
１

イ
ザ
と
言
う
時
の

介
助
操
作
②

　

介
護
救
援
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
。
古
武
術
操
作
の
面

か
ら
考
え
た
方
法
で
よ
り
楽

に
そ
し
て
安
全
に
。

●
と
き　
10
月
8
日
㈷　
午

後
1
時
～
3
時

●
と
こ
ろ　
燕
市
武
道
館

●
定
員　
10
人
く
ら
い

●
参
加
費　
３
０
０
円

●
申
込
期
限　
開
催
前
日
ま

で●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

す
。

●
走
行
区
間  

上
越
新
幹
線  

新
潟
新
幹
線
車
両
基
地
～
越

後
湯
沢
駅
間

●
と
き　
10
月
23
日
㈫　
午

後
10
時
30
分
こ
ろ
～
24
日
㈬

午
前
5
時
こ
ろ　
上
下
列
車

各
1
本
（
新
潟
新
幹
線
車
両

基
地
・
越
後
湯
沢
駅
間
）

※
当
日
の
列
車
運
行
状
況
や

訓
練
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
に
よ
り
時

刻
が
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
東
日
本
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
新
潟
支
社

総
務
部
安
全
企
画
室
☎
０
２

５
・
２
４
８
・
５
１
８
１

※
大
変
恐
れ
入
り
ま
す
が
、

お
問
い
合
わ
せ
は
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。
土
曜
日
・
休
日
は
担

当
者
が
不
在
と
な
り
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
の

受
信
障
害
に

関
す
る
お
知
ら
せ

公
民
館
（
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

●
問
い
合
わ
せ　
武
田
☎
０

２
５
６
・
62
・
５
７
８
０

い
き
い
き
子
育
て

セ
ミ
ナ
ー

（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）

　
茨
城
県
土
浦
市
児
童
館
館

長
、
鶴
川
さ
ん
の
実
体
験
を

交
え
た
、
子
育
て
の
お
話
が

と
っ
て
も
人
気
！　
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
！

●
と
き　
10
月
14
日
㈰　
午

前
10
時
～
正
午
終
了
予
定

（
午
前
9
時
30
分
開
場
）

●
と
こ
ろ　
燕
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー（
あ
お
ぞ
ら
）

●
テ
ー
マ　
「
ど
う
し
て
ま

す
か
？　
兄
弟
ゲ
ン
カ
」

●
対
象　
乳
幼
児
～
思
春
期

こ
ろ
の
お
子
さ
ん
の
い
る
両

親※
無
料
託
児
付（
先
着
20
人
）

●
参
加
費　
３
０
０
円
（
資

料
、
お
菓
子
代
。
会
員
は
無

料
）

●
後
援　
燕
市
教
育
委
員
会

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

㈳
倫
理
研
究
所
家
庭
倫
理
の

会
（
大
橋
）
☎
０
２
５
６
・

を
提
供
し
ま
す
。

　
診
断
は
、
次
の
会
場
で
、

ま
た
は
ご
自
宅
に
伺
っ
て
診

断
を
行
い
ま
す
。
診
断
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き
　
吉
田
産
業
会
館
…

11
月
22
日
㈭　
午
前
10
時
～

午
後
４
時
／
中
央
公
民
館
…

12
月
1
日
㈯　
午
前
10
時
～

午
後
４
時

●
と
こ
ろ　
吉
田
産
業
会
館

（
吉
田
東
栄
町
）、
中
央
公

民
館
（
水
道
町
１
丁
目
・
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

●
定
員　
各
日
15
人（
先
着
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

５
・
２
６
４
・
２
１
４
４
／

℻
０
２
５
・
２
３
９
・
５

７
５
５
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w.eco-niigata.
or.jp/ondanka/

調
停
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　
民
事
お
よ
び
家
事
の
紛
争

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
解
決
手
段
の
ひ
と
つ
で

あ
る
調
停
制
度
の
利
用
に
関

ヨ
ー
ガ
を

始
め
ま
せ
ん
か
！

　
ヨ
ー
ガ
で
心
も
身
体
も
健

康
に
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に

始
め
ら
れ
ま
す
。
ヨ
ー
ガ
の

気
持
ち
よ
さ
を
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
毎
週
火
曜
日　
午

前
10
時
～
11
時
30
分

●
と
こ
ろ　
吉
田
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
旧
吉
田
婦
人
会

館
）

●
定
員　
10
人

●
参
加
費　
1
回
５
０
０
円

●
持
っ
て
く
る
も
の　
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

岡
部
☎
０
２
５
６
・
78
・
８

１
７
６
／
松
村
☎
０
２
５

６
・
98
・
５
８
３
４

「
菓
子
祭
り
」で

お
菓
子
の
起
源
を

学
び
ま
せ
ん
か

　

お
菓
子
の
祖
先
と
い
え

る
橘
の
実
を
持
ち
帰
っ
た

田た
じ
ま
も
り

道
間
守
を
祀ま

つ

っ
た
社
で

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

●
と
き
・
と
こ
ろ　

◦
10
月
14
日
㈰　
午
前
10
時

～
午
後
４
時
…
吉
田
公
民
館

◦
10
月
21
日
㈰　
午
前
10
時

～
午
後
４
時
…
新
潟
市
黒
埼

市
民
会
館

●
内
容　
相
続
な
ど
全
般

●
問
い
合
わ
せ　
行
政
書
士

会
新
潟
支
部
（
中
澤
）
☎
０

９
０
・
２
２
２
７
・
０
４
０

１※
予
約
の
あ
る
人
を
優
先
し

ま
す
。
時
間
厳
守
で
お
願
い

し
ま
す
。

行
政
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
総
務
省
で
は
、
国
の
行
政

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要

望
な
ど
を
受
け
付
け
、
相
談

者
と
関
係
行
政
機
関
の
間
に

立
ち
、
公
正
・
中
立
の
立
場

か
ら
、
そ
の
解
決
や
実
現
を

促
進
す
る
た
め
、
必
要
な

あ
っ
せ
ん
を
行
う
行
政
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
務
省
は
、
こ
の
「
行
政

相
談
」
を
、
も
っ
と
国
民
の



●材料（4 人分）　
車麩…３枚、Ａ：（味
噌…大２、みりん…大
１、水…70cc）、小麦
粉、卵、パン粉、揚
げ油、付け合せ（キャ

ベツ、トマト、ブロッコリーなど）
●作り方　①車麩は水に漬けて戻し、崩さないように
水気を絞り、４等分に切る。／②小鍋にＡの調味料を
入れてさっと煮立てて火を止め、①の車麩を入れて両
面にからめる。／③たれをつけた車麩に小麦粉、卵、
パン粉をつける。／④熱した油でキツネ色に揚げ、野
菜を付け合せる。

　食欲の秋。食べ物がおいしくなる季節ですね。
暑かった夏も終わり、食欲がでてくる時期ではな
いでしょうか。
　近年の食生活においては、栄養の偏り、不規則
な食事、肥満や生活習慣病の増加、過度の痩身志
向などの問題に加え、新たな「食」の安全上の問
題や、「食」の海外への依存の問題が生じていま
す。「食」に関する情報が社会に氾

はんらん

濫する中で、
私たちは、食生活の改善の面からも、「食」の安
全の確保の面からも、自ら「食」のあり方を学ぶ
ことが求められています。「食育」と言われるよ
うに、一人一人が「食」に関する知識と選択する
力を身に付け、健全な食生活を送れるような教育
が必要になっています。健全な食生活は生涯の健
康にもつながっていきます。
　しかしながら、「家事・育児・介護は女性の役
割」「食に関することは女性の役割」という意識
がある中で、男性が「食」のことにかかわらない
現状があります。食と健康が密接につながってい
ることを考えると、自らが食のあり方を学ぶこと
が求められている今、性別にかかわらず、お互い
に「食」と「健康」に関する知識などを持つこと
が必要になっています。それが、健康維持の自己
管理につながってきます。

●男女共同参画コラム

食と男女共同参画について

23 年度 8 月 24 年度 8 月 比較増減

収集量 1 人 1 日 収集量 1 人 1 日 1 人 1 日

可燃ごみ 1,612 t 623 g 1,608 t 624 g 1 g ↗

不燃ごみ 86 t 33 g 89 t 34 g 1 g ↗

粗大ごみ 28 t 11 g 34 t 13 g 2 g ↗

資源ごみ 394 t 152 g 351 t 136 g ー 16 g ↘

合計 2,120 t 819 g 2,082 t 807 g － 12 g ↘

収集量が前年同月比で 38 トン減少

　資源ごみ以外の 1 人 1 日当たりのごみの量は
前年同月比でわずかに増えました。この結果か
ら、可燃ごみと不燃ごみの発生抑制（リデュース）
と資源ごみへの分別（リサイクル）、粗大ごみの
修理、再使用（リユース）にもう一歩、ご協力を
お願いします。 生活環境課環境政策係（燕庁舎）☎ 0256・63・4131 内線 245

●環境コラム　　

ＥＳＣＯ事業

生活環境課環境政策係（燕庁舎）
☎ 0256・63・4131 内線 254

知らなくても困らない？　でも、知っていれば得した気分になれる。そんな話題を集めたコーナーです。
                　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　

　　　　　知っ得つばめ
Gender　EqualityEnvironmentCooking

新潟市在住漆芸作家の伝統
的な漆作品を紹介します。
●と　き　10 月 5 日㈮
　　　　　～ 21 日㈰
●展示点数　約 20 点
●開館時間　午前 9 時～午後 4 時 30 分
●入館料　大人 300 円　小人 100 円
●作品解説会　10 月 7 日㈰
　　　　　　　午後 2 時～ 3 時
●休館日　10 月 9 日㈫・15 日㈪
●問い合わせ　燕市産業史料館
　　　　　　　☎ 0256・63・7666
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●作ってみませんか

車麩の味噌風味カツ

小山 光秀　漆芸展
10 月期企画展

燕市産業史料館

地域振興課地域振興係（吉田庁舎）
☎ 0256・92・2111 内線 251

ごみの量（8 月）

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、

省
エ
ネ
化
を
進
め
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
で
あ
り
、
そ
の
手
段

と
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（Energy 

Service C
om

pany

）事
業
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
と
は
、
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
者
が
施
設
管
理
者
へ

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
提

供
し
て
、
そ
の
施
設
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
下
げ
る
代
わ
り

に
、
軽
減
し
た
光
熱
水
費
の
一

部
を
サ
ー
ビ
ス
料
金
と
し
て
、

施
設
管
理
者
か
ら
一
定
期
間
、

受
け
取
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
施
設
管
理
者

は
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
を
か
け

る
こ
と
な
く
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
へ
の
更
新
が
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、
将
来
的
に
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
削
減
が
で
き
、
環

境
負
荷
の
低
減
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
が

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
工
事
を
計

画
段
階
か
ら
施
工
、
効
果
の
計

測
、
検
証
ま
で
責
任
を
も
っ
て

一
貫
し
て
行
う
た
め
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
果
が
保
証
さ
れ
ま

す
。

燕市食生活改善推進委員協議会　吉田分会
燕市食育推進計画より「楽しく食事をし、感謝の気持ちを育む」     
家族そろって食事を楽しもう

Culture

丸山コレクション「根
ね

付
つ

け」
燕市産業史料館 ☎ 0256・63・7666（月曜休館日）
■入館料　大人 300円　小人 100円　※団体割引あり

●今月の一品

い
き
ま
す
。

　

そ
の
理
由
に
は
、
1
に
明
治
維
新

に
よ
り
旧
幕
府
制
度
が
崩
壊
し
、
庶

民
が
身
を
飾
る
こ
と
に
規
制
が
な
く

な
っ
た
こ
と
、
2
に
廃
刀
令
に
よ
っ

て
刀
剣
類
の
装
飾
に
携
わ
っ
て
い
た

職
人
が
、
一
斉
に
た
ば
こ
入
れ
な
ど

の
小
物
を
作
り
始
め
た
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
に
愛
好
さ
れ
た
根
付
け

の
条
件
は
、
必
ず
紐
や
鎖
を
通
す
穴

が
あ
る
こ
と
、
丸
く
出
っ
張
り
の
無

い
形
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
材
質
に
は
、
象
牙
・
角
・
木
・

竹
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
に
時
が
経
と
う
と
も
、
現

　

根
付
け
は
、
た
ば
こ
入
れ
や
印
籠

に
付
け
ら
れ
、
着
物
の
帯
か
ら
滑
り

落
ち
な
い
た
め
の
道
具
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
喫
煙
具
の
道
具
と
し
て
使

用
さ
れ
た
江
戸
時
代
以
降
、
そ
れ
ぞ

れ
に
工
夫
や
意
匠
を
凝
ら
し
、
喫
煙

と
い
う
目
的
を
超
え
た
ア
ク
セ
サ
リ

ー
と
し
て
の
付
加
価
値
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、
江
戸
の
人
々
は
、

ス
テ
ー
タ
ス
ア
イ
テ
ム
と
し
て
粋
な

根
付
け
を
身
に
着
け
て
持
つ
こ
と
に

熱
狂
し
、
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
傾
向
は
江
戸
か
ら

明
治
に
変
わ
る
と
一
層
強
ま
り
、
実

用
性
と
装
飾
性
は
、
共
に
充
実
し
て

在
も
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
根
付
け

の
世
界
を
、
産
業
史
料
館
で
堪
能
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

燕三条エフエムの「76.8Mhz」号。9 月は、道の駅国上にて生放送。
　9 月は、道の駅国上にて生放送。10 月 14 日㈰に行われます、「第 8
回越後くがみ山 酒呑童子行列」のＰＲをしてきました。
　今回は特別ゲストとして鬼（？）から生出演していただき、酒呑童子
行列の魅力をＰＲしていただきました。イベント当日は、いろんなお店
やライブも予定されているそうです。また、行列にも飛び入りの参加も
できますので、ぜひ道の駅国上においでください。
■燕三条エフエム放送株式会社　☎ 0256・32・7680

光熱水費

光熱水費

サービス料

事業実施中 事業実施後事業実施前

施設の利益

光熱水費

（15年以内）

 平成 24 年度　燕市総合文化センター ESCO 事業に取り組みます
 平成 25 年度　ESCO サービスの開始

ESCO 事業のイメージ

▲デザインもさまざまな「根付け」
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★『夢の新幹線　もの知り学習帳』（686）
　新幹線・8 路線の車窓の眺めやその土地
の名所や歴史・産業を教えてくれます。新幹
線の旅はいかがですか。撮鉄のための新幹
線のビュースポットも紹介しています。
★『すべてが わかる ! 日 本 の 新 幹 線 』
（K686）
　新幹線にはいろいろなタイプの車両があり
ます。新幹線の歴史から車両データ、新幹
線のことなら何でもわかります。ドクターイエ
ローって知っていますか？（全 3 巻）
★『しんかんくん　うちにくる』　　　　（E）
　新幹線のしんかんくんは、電車大好き少年
かんたろうが好き。かんたろうに会いたくなっ
て家まで遊びにくるというとてもびっくりするフ
ァンタジー絵本。
★『上越新幹線殺人事件』　　　　(913)
　トラベルミステリーといえば誰もが思いつく
西村京太郎の 1 冊。「あさひ 318 号」車内
での殺人事件。十津川警部が連続爆弾魔を
追い詰める…
★『ふたりでのった新幹線』　　　(K913)
　小学生の兄弟が、お父さんに大事な書類
を届けるために、初めて新幹線に乗って二
人だけの旅をします。途中、お兄ちゃんが気
持ち悪くなったり、バッグをなくしそうになった
り．．．。

●健康Ｑ & Ａ　

●燕市立図書館　☎ 0256•62•2726
●吉田図書館　　☎ 0256•92•7650
●分水図書館　　☎ 0256•91•3255

知らなくても困らない？　でも、知っていれば得した気分になれる。そんな話題を集めたコーナーです。
                　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　

　　　　　知っ得つばめ

10 月のテーマ『新幹線』

●図書紹介

BOOK CHOICE
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●防災対策コラム

放火火災を防止するために
防災課防災対策係（吉田庁舎）
☎ 0256・92・2111 内線 901
燕・弥彦総合事務組合消防本部予防課
☎ 0256・92・1119

●
編
集
後
記

▼
取
材
で
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ

と
い
っ
た
弦
楽
器
の
演
奏
を
聞
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
な

ど
で
耳
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
生
演
奏
の
柔
ら
か
い
音
色
は

い
つ
聞
い
て
も
い
い
も
の
で
す
ね
。

思
わ
ず
う
っ
と
り
と
聞
き
入
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
秋
真
っ
盛
り
で
す
。

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
秋
を
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
？　
　

は
「
芸
術
の

秋
」
を
堪
能
し
ま
し
た
。

▼
裏
表
紙
で
ご
紹
介
し
た
増
田

道
男
さ
ん
。
写
真
撮
影
を
お
願
い

す
る
際
に
、
撮
影
場
所
で
あ
る
国

上
山
の
五
合
目
ま
で
ガ
イ
ド
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
慣
れ
な
い

わ
た
し
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
歩

き
、
道
沿
い
の
樹
木
を
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
い
く
姿
は

「
さ
す
が
」
の
一
言
。
翌
日
の
筋

肉
痛
に
は
閉
口
し
ま
し
た
が
、
素

晴
ら
し
い
体
験
で
し
た
。

▼
「
今
月
の
こ
だ
わ
り
」、
子

ど
も
記
者
の
活
動
に
つ
い
て
で
し

た
。
と
に
か
く
初
め
て
の
取
り
組

み
で
、
何
を
ど
う
し
て
良
い
の
や

ら
？　

と
い
う
段
階
か
ら
子
ど
も

版
の
制
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。
開

始
当
時
は
、本
当
に
出
来
る
の
か
？

と
不
安
な
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
本
当
に
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
版
の
創
刊

号
、
お
楽
し
み
に
！

●広がっています　元気の “わ”

　

健
康
づ
く
り
を
目
指
し
12
個
立
ち

上
が
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
今

回
は
２
つ
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

■
さ
き
が
け
に
こ
っ
ち
か
わ
ら
版

　

元
気
磨
き
た
い
広
報
部
で
す
。
磨

き
た
い
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え

た
い
！　

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
知
ら
せ
し
た

い
！　

全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
材
し

か
わ
ら
版
を
作
成
。
２
０
０
メ
ー
ト

ル
い
ち
び
で
は
多
く
の
市
民
に
配
布

す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
も
幅
広
く

広
報
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
か
わ
ら

版
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。「
た
く
さ
ん
の
人
が
遊
び
に
来

て
く
れ
る
と
い
い
な
」「
仲
間
が
増

え
る
と
い
い
な
」
そ
ん
な
期
待
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
誰
よ
り
も
さ
き
が

け
、
旬
な
活
動
に
参
加
で
き
る
の
も

広
報
部
の
役
得
で
す
！

■
ぽ
か
ぽ
か
パ
ー
ク
DE
こ
ん
に
ち
は

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の
よ
う
に
太
陽

の
暖
か
い
日
差
し
の
下
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
色
ん
な
世
代
の
交
流
で

「
ぽ
か
ぽ
か
」
笑
顔
が
う
ま
れ
る
！

　

ま
ず
は
自
分
た
ち
で
市
内
の
さ
く

ら
公
園
や
吉
田
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど

を
散
策
し
楽
し
み
方
、
魅
力
を
体
験

中
。
童
心
に
返
り
は
し
ゃ
ぐ
自
分
に

び
っ
く
り
！　

男
性
２
人
女
性
４
人

の
メ
ン
バ
ー
で
、
新
発
見
も
い
っ
ぱ

い
で
ぽ
か
ぽ
か
元
気
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

公
園
の
良
さ
を
子
ど
も
・
マ
マ
た

ち
と
一
緒
に
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

も
計
画
し
て
い
ま
す
！

BookSpiritDisasters  Prevention

「胃がん」について⑥
燕労災病院
外科　清水　孝王

Q　

胃
が
ん
は
ど
の
程
度
ま
で
治
る

の
で
し
ょ
う
か
？ 

ま
た
、
よ
く
い

わ
れ
る
５
年
生
存
率
と
は
何
で
す

か
？

A　

胃
が
ん
は
進
み
具
合
で
治
る
か

ど
う
か
が
決
ま
り
ま
す
。
ま
た
治
っ

た
か
ど
う
か
の
判
定
は
治
療
を
し
て

か
ら
５
年
後
に
判
定
す
る
の
が
、
胃

が
ん
の
場
合
に
は
一
般
的
で
す
。

　

そ
れ
は
、
胃
が
ん
の
再
発
（
治
療

し
き
れ
な
か
っ
た
が
ん
が
再
び
大
き

く
な
っ
て
く
る
こ
と
）
は
、
治
療
後

２
年
以
内
に
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
れ
か
ら
は
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き

て
、
5
年
以
上
た
っ
て
再
発
し
て
く

る
の
は
と
て
も
少
な
い
か
ら
で
す
。

　

つ
ま
り
、
が
ん
の
治
療
を
し
て
５

年
経
て
ば
ひ
と
安
心
と
言
え
る
の
で

す
。
治
療
し
て
ど
れ
く
ら
い
治
る
の

か
は
、 

５
年
後
に
ど
れ
く
ら
い
の
割

合
で
生
き
残
っ
て
い
る
か
で
表
現
し

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
治
療
し
た
う
ち
の
半

分
（
50
％
）
の
人
が
５
年
後
に
生
き

残
っ
て
い
れ
ば
、
５
年
生
存
率
50
％

と
表
現
し
ま
す
。

　

胃
が
ん
の
進
み
ぐ
あ
い
に
よ
る

（
ス
テ
ー
ジ
別
）
生
存
率
は
Ⅰ
Ａ 

で
95
％
前
後
、Ⅰ
Ｂ 

で
85
％
前
後
、

Ⅱ
で
60
～
70
％
、
Ⅲ
Ａ 

で
40
～
50

％
、
Ⅲ
Ｂ
で
20
～
30
％
、
Ⅳ
で
５
～

10
％
で
す
。

機械式立体駐車場での事故にご注意を！
　最近、機械式立体駐車場で、中に人がいることを確認しないまま駐車装置
を操作したため起きたと思われる事故や、子どもの予期せぬ行動により起き
たと思われる事故が発生しています。
○自動車を入出庫する際は、運転者以外は駐車場の外で乗降してください。
○駐車装置を操作する際には、機械式立体駐車場の中に人がいないことを十
分確認したうえで操作してください。
■相談・問い合わせ　消費者庁消費者安全課　☎ 03・3507・9201

健康づくり課吉田保健センター 
☎ 0256・93・5461

元気磨きたいプロジェクト活動紹介その３

　燕市では、今年になって「放火」および「放火の
疑い」による火災が増えています。
　放火予防のために、次の点に注意し、放火されな
い環境をつくるように心掛けけましょう。
■建物に対する放火防止対策
◦建物の施錠管理をきちんと行い、外部からの侵入        
　を防ぎましょう。
◦照明器具を設置するなど、暗がりをなくしましょ
　う。
◦建物の周囲に燃えやすい物を放置せず、きちんと
　片付けておきましょう。
◦夜間無人になる工場や空き家などへの不審者の侵
　入防止のため、囲いなどの設置や電源の遮断、ガ
　スの供給停止などを行うことも必要です。
■車両に対する放火防止対策
◦車を放置しないよう心掛けるとともに、　ボディ
　ーカバーには防炎製品を使用しましょう。
◦車両の施錠管理もきちんと行いましょう。
■その他の物に対する放火防止対策
◦夜間にごみを放置しないなど、ごみ集積場所の環
　境づくりを地域ぐるみで実施しましょう。
◦ごみは指定された場所、日時以外は搬出しないよ
　う心掛けるなど、住民一人一人のモラルの高揚を
　図ることも重要です。
■地域における放火防止対策
◦放火の危険から地域社会を守るためには、自治会、
　事業所、警察、消防署などが一体となって協力体
　制を確立し、放火されにくい環境をつくり出す必
　要があります。
◦地域において講習会や防火・防災訓練などを実施
　し、地域住民の防火意識を高めましょう。

Health

た

▼

子
ど
も
た
ち
も
ワ
ク
ワ
ク
！
「
早
く
公
園

で
遊
ぼ
う
よ
～
」

胃がんは早期治療で
5 年後の生存率が
高くなります！

た



生
演
奏
で
一
足
早
い
秋
を
満
喫

● 

９
月
４
日　

分
水
公
民
館

つばめ目耕塾では、三条市のゆうゆうカルテ
ットを迎えて、秋のクラシックコンサートを開
催。秋にふさわしい曲や一度は耳にしたこと
のある名曲など１１曲を披露しました。会場を
訪れた皆さんはバイオリン、チェロ、フルート、
ピアノによる生演奏に聞き入っていました。

多
種
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
目
指
し
て

● 

９
月
11
日　

吉
田
産
業
会
館

総合型地域スポーツクラブが全市展開できる
体制を整えるため、未設置地区の吉田地区
の設立に向け、創設フォーラムを開催。パネ
ルデスカッションでは、活発な意見交換が行
われました。子どもから高齢者までさまざまな
スポーツを愛好する人が増えるといいですね。

こ
の
絵
本
読
ん
で
み
た
い
な
！

●  

９
月
７
日　

燕
市
立
図
書
館

絵本作家村上康成さんの絵本原画展が、開
催されました。燕保育園と燕南保育園の年長
児が初日のオープニングでテープカット。作品
を一つ一つ見ながら絵本の世界を満喫した
後、保育士と図書館職員から絵本を読んでも
らい、楽しそうに聞いていました。

酒
呑
童
子
行
列
に
向
け
て
準
備
万
端
！

● 

９
月
22
日　

道
の
駅
国
上

10 月 14 日㈰の酒呑童子行列に向け、プレ
イベントが開催されました。行列当日に鬼軍
団を迎えうつため子どもたちが使う武器を、鬼
（？）の指導で作成。なんと会場では早速
戦いが始まってしまいました。ほかにも鬼メイ
クコーナーもあり、とても賑わっていました。

ど
こ
ま
で
上
が
る
の
か
な
ぁ
？

● 

９
月
８
日　

イ
オ
ン
駐
車
場

燕・弥彦総合事務組合消防本部では、三
条市消防本部と合同で、消防防災・救急
フェアを開催。昨年１１月に導入した最新鋭
35 ｍ級のはしご車搭乗体験は大好評。県が
今年３月に導入した地震体験ができる起震車
「なまずⅢ世号」にも人気が集まりました。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
出
そ
う
！

● 

９
月
４
日　

吉
田
産
業
会
館

農・工・商業などが連携する「6 次産業化」
の推進を目指す「つばめ農商工連携カンファ
レンス」に約 30 人が参加。成功事例や国
の支援を受けられる認定制度、市内事業者
による農産品の紹介などがあり、想像以上の
事例に会場がどよめく場面もありました。

強
豪
た
ち
の
ア
ツ
い
戦
い
！

● 
９
月
１
日　

燕
市
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク燕市、新潟市、長岡市を会場に行われた「全

日本社会人ソフトテニス選手権大会」。その
一般女子の部 1 日目が燕市で開催されまし
た。全国の予選を勝ち上がってきた 108 ペ
ア 216 人が参加し、厳しい暑さのもと熱戦を
繰り広げました。

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
み
ま
し
ょ
う

● 

９
月
６
日　

よ
し
だ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

地域で子育てや保育サポートを行う「ファミリ
ーサポートセンター」で活動がスムーズに行
われるよう研修会を開催。この研修会は 7 回
シリーズで、今回が 2 回目。県立吉田病院
医師の柳原さんが話す「こどもの身体の発育
と病気」を皆さん聞き入っていました。

早
く
プ
ー
ル
に
入
り
た
い
！

● 

８
月
26
日　

市
営
分
水
プ
ー
ル

130 人が参加した「第 7 回市民水泳大会」。
途中で行われた宝探しゲームは、プールに入
れられたボールを取って、そこに書かれた番
号の景品がもらえるというもの。先に入った
小学生がボールを取るのを見て、中学生もウ
ズウズ。飛び込みたいのを我慢していました。

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
！

● 

８
月
25
日　

宮
町
・
仲
町
・
秋
葉
町
商
店
街

夏の恒例イベントとなった「200 メートルいち
び」、今年で第 12 回目となり、盛大に開催さ
れました。昭和レトロがテーマであるこのイベ
ント。昔懐かしい遊びや食べ物屋さんが出店
して、大人から子どもまで多くのお客さんで
賑わっていました。

集
め
た
ご
み
の
分
別
も
大
切
な
作
業
で
す

● 

９
月
１
日　

市
内
各
地

市内各地で一斉に清掃活動をする「クリーン
デー燕」に、約 4700 人が参加しました。草
むらや高架下など、普段目にしない所に捨て
られたごみなどを回収し、分別して処分しま
す。落ちているごみの量はとても多く、ごみ
袋はすぐにいっぱいになりました。
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■市内の出来事や、頑張っている皆さんの姿を紹介するコーナーです。

越
後
線
と
吉
田
駅
の
開
業
か
ら
1
世
紀

● 

８
月
25
日　

Ｊ
Ｒ
吉
田
駅

わたしたちの日常の足として重要な、JR 越後
線と吉田駅が開業して 100 周年となり、記念
イベントが開催されました。当日は、記念列
車も運行され、吉田駅は多くのお客さんで賑
わいました。開業したのは大正元年、当時の
燕はどんな街だったのでしょうか？



10月13日土・14日日

新潟県燕市吉田本所198-1
TEL.0256-93-1129

毎月29日は肉の日・1割引きしています

８周年祭セール実施
生産直売

公文式学習は「個人別学習」
だから、いつからでも始められます。

新学期生徒募集中！ 【お問い合わせ先】
お近くの公文教室又は
フリーダイヤル
（0120-372-100）まで

やってて良かった公文式！
【燕市で学習中の生徒さん・保護者からのメッセージです】

公文を学習して、英語がはっきりと言えるよう
になったことがうれしいです。　　（小３　Ｈくん）

英語の発音にはいつも驚かされます。
今までのペースで、少しづつでも確実に前へ進
んでいけるよう頑張ってください。　（保護者様）

　燕市役所　吉田庁舎 ☎ 0256・92・2111　燕庁舎 ☎ 0256・63・4131　分水庁舎 ☎ 0256・97・2111くらしのキー情報｜窓口延長｜休日夜間診療｜人口と世帯｜休日救急当番医｜おたんじょう｜おくやみ
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▲
こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。

※
お
た
ん
じ
ょ
う
・
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
燕
市
役
所
の
窓
口
に
直
接
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○おくやみ（敬称略・9/1 〜 9/15 届出分） ○おたんじょう（敬称略・9/1 〜 9/15 届出分）

▲

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。

○休日夜間診療

○西蒲原地区休日夜間急患センター

○県央医師会応急診療所（新潟県三条地域振興局隣）

三条市興野一丁目 13-67　☎ 0256・32・0909
診療科目　内科・小児科・外科・整形外科
休日受付　日曜日・祝日・年末年始・お盆
　　　　　午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時 30 分
夜間受付　毎日午後 7 時～ 10 時
※駐車場が満車のときは、診療所隣の三条地域振興局裏
側の駐車場をご利用ください。

新潟市西蒲区巻甲 4363　☎ 0256・72・5499
診療科目　内科・小児科・歯科
休日受付　日曜日・祝日　午前 9 時〜午後 6 時
夜間受付　毎日午後 7 時〜 10 時（内科・小児科のみ）

Clinic

☎ 0256・61・7700
☎ 0256・92・5111

☎ 0256・66・5522
☎ 0256・93・3115

☎ 0256・61・3666
☎ 0256・73・1312

☎ 0256・66・1601
☎ 0256・92・7887

☎ 0256・66・1377
☎ 0256・86・1118

☎ 0256・63・2614
☎ 0256・98・2350

●問い合わせ　燕消防署☎0256・66・0119／吉田消防署☎
0256・92・2200／分水消防署☎0256・97・2688

○休日救急当番医

10 月７日㊐
◉國定内科医院（寺郷屋）
✚県立吉田病院（吉田大保町）
10 月８日㊗
◉水澤内科医院（仲町）
✚伊藤整形外科（吉田春日町）
10 月 14日㊐
◉岩崎内科医院（小高）
✚整形外科皮膚科しまがきクリニック（新潟市西蒲区）
10 月 21日㊐
◉小柳医院（大曲）
✚吉岡医院（吉田神田町）
10 月28 日㊐
◉安藤医院（水道町四丁目）
✚潟東クリニック（新潟市西蒲区）
11 月３日㊗
◉古川医院（宮町）
✚本間医院（地蔵堂本町二丁目）

Hospital

◉内科系：午前9時〜午後5時　✚外科系：午前9時〜午後6時

お問合せ
電話0256-63-8897

いずれも事前にご予約下さい。
開催日程とご都合の合わない場
合には、ご連絡をいただければ
可能な限りご要望に即した対応
をさせていただきます。

共催：
NPO相続支援協会

無料相談会のお知らせ「相続」「相続」相続手続・遺産分割・税務申告

セントラル税理士法人
燕市井土巻5丁目207　担当：柄澤/諸橋
TEL　0256-66-3000

毎月　第一土曜日
午前9時〜正午

毎週　水曜日
午前9時〜正午

▲

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。

▲

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。

■専門家による無料相談会～ご好評につき期間延長～
 ｢保険クリニック燕三条店」では12月30日まで燕市民の皆さ
んへ生命保険の無料相談会を開催します。保険のプロが中立
的な立場で丁寧にアドバイスします。
■相談は完全予約制
保険クリニック燕三条店  募集代理店  ㈱エフピーエム
三条市荒町2－26－7　  　0120‐774‐166

生命保険の相談

10月10日に無料セミナーを開講いたします。
詳細はＨＰまで エフピーエム 検索

レンタルのご案内

燕市吉田西太田 TEL. 0256-78-8176
㈱プランビー　レンタル取次店 担当　岡部

始めてみませんか？還元水生成器でおいしい水のある暮らし
（厚生労働省承認　家庭用管理医療機器）

～只今７日間無料お試しキャンペーンも実施中～
この機会にまずはお気軽にお問い合せ下さい！

レンタルのメリット
●カートリッジ交換が無料！
●メンテナンス、保守が無料！
●安心のアフター、フォロー！等

月々4,980円からの
　　　レンタルプラン！

○人口と世帯 Population

男　性
女　性
合　計
世　帯

40,591
42,518
83,109
27,928

人
人
人

世帯

（＋    19）
（＋    10）
（＋    29）
（＋　  46）

★平成 24 年 8 月末日現在　（　　）は前月比

○窓口延長

10月3日・10日・17日・24日・31日

10月14日

●窓口延長 毎週水曜日　午後 7時まで

●日曜窓口

住民票、戸籍謄・抄本、印鑑登録および印鑑証明、税務
関係の証明書の発行（所得証明は申告者のみの交付）、
納税ができます。また、燕庁舎ではパスポートの交付ができ
ます。ただし、申請の受け付けはできません。

Office Hours Extension

●市民課市民係（燕庁舎）☎ 0256・63・4131
●吉田サービスセンター　☎ 0256・92・2111
●分水サービスセンター　☎ 0256・97・2111

毎月第 2日曜日　正午まで

亡くなられた人 年齢 行政区
本多　千鶴子 79 歳 南五丁目
藤沢　ミイ子 64 歳 南六丁目
後藤　幸男 80 歳 南七丁目
阿部　ノブ 74 歳 幸町
鈴木　葊 75 歳 白山町三丁目
上野　二三枝 68 歳 中央通四
土田　義雄 87 歳 中央通四
樋山　スミエ 83 歳 中央通五の一
冨田　勝一 72 歳 中央通五の三
金子　タケ 89 歳 小高
伊藤　ハル 80 歳 小高
江口　トヨ 95 歳 佐渡
大倉　健二 70 歳 小池
佐野　實 76 歳 関崎
石田　テフ 87 歳 小中川
清水　ムツ 90 歳 新生町
小熊　春雄 74 歳 花園町
早川　マキ 96 歳 吉田下中野
梅澤　ノブ 85 歳 吉田法花堂
笠原　德子 84 歳 吉田法花堂
渡邉　ヨシノ 98 歳 吉田法花堂
有木　ナミ 88 歳 吉田法花堂
高橋　己知治 85 歳 吉田曙町
梨本　富榮 76 歳 吉田本所
原　サイ 85 歳 吉田若生町
田原　一之 56 歳 吉田東町
池田　清 73 歳 吉田旭町二丁目
山田　ミ子 98 歳 分水新町二丁目
田邉　恒夫 79 歳 上諏訪
新保　要治 90 歳 分水文京町
野崎　豊吉 66 歳 横田
酒井　篠エ門 78 歳 横田
白　　マシイ 94 歳 大川津

子の名 ふりがな 保護者 行政区
琉生 りゅうせい 小越　浩二 井土巻一丁目
湊翔 みなと 島川　恭兵 井土巻一丁目
ひより ひより 佐藤　暢尚 水道町二丁目
聖莉空 りりあ 相場　修二 水道町三丁目
孝輔 こうすけ 高橋　秀治 水道町三丁目
穂花 ほのか 関口　卓志 白山町三丁目
新 あらた 渡邉　翼 白山町三丁目
大岳 ひろたか 藤田　泰裕 下太田
叶羽 とわ 熊谷　健太郎 廿六木四区
志遠 しおん 土田　陽介 灰方
愛里朱 ありす 関川　友城 灰方
美月 みづき 神田　隼人 中川
アリサ ありさ 鈴木　政二 児ノ木
崇助 そうすけ 竹田　信人 舘野
美和 みわ 宮路　敏幸 吉田下中野
なつめ なつめ 平野　光宏 吉田下中野
結音 ゆあん 阿部　雄斗 吉田神明町
理夢 りむ 竹之内　秀也 下諏訪
さえ さえ 石附　晃 分水学校町
咲希 さき 納谷　雅大 笈ケ島
斗希 とき 陣内　猛 笈ケ島
海琴 みこと 西野　武尊 横田
風太 ふうた 杣木　智紘 国上



鈴
木 

力

増田　道男さん
ますだ　みちお　（花見）

※この広報紙は古紙配合の再生紙と、環境にやさしいベジタブル・オイル・インクを使用しています。
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シリーズひと

　
「
市
長
、
な
ん
だ
か

疲
れ
て
な
い
か
？
」
と

最
近
よ
く
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

夏
の
疲
れ
で
も
出
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

本
人
と
し
て
は
あ
ま

り
自
覚
が
な
い
の
で
す

が
、
も
し
か
す
る
と
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
、
そ
の
よ
う
な
表
情

を
見
せ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
の
体
調
を
気
に
か

け
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
を
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
心
配
か
け
ち
ゃ

い
け
な
い
、
も
っ
と
シ

ャ
キ
ッ
と
し
な
け
れ
ば

と
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
。
実
り
の
秋
、

文
化
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
で
す
。
イ
ベ
ン
ト

盛
り
沢
山
の
季
節
と
な

り
ま
す
が
、
し
っ
か
り

栄
養
を
取
っ
て
、
元
気

な
姿
で
公
務
に
励
も
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

森と人とをつなげる「森林インストラクター」の資格を持ち、国
上山ボランティアガイドにも登録している増田さん。9 月 2 日に
行われた国上山のブナ林を舞台としたツアーでは、案内役を務
めました。「国上山の良さを知ってもらい、地域発展の一助にな
りたい」と話す増田さんにお話を伺いました。
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「
数
年
前
ま
で
は
、
こ
の
山
に
生
え

て
い
る
植
物
の
こ
と
も
よ
く
知
ら
な

か
っ
た
ん
で
す
よ
」

　
そ
う
話
す
増
田
さ
ん
が
山
に
登
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
今
か
ら
35
年
前
。
さ

ま
ざ
ま
な
山
に
登
る
う
ち
に
、
山
道
で

見
る
植
物
に
興
味
を
持
ち
、
グ
ル
ー
プ

引
率
の
際
に
森
や
木
の
説
明
が
で
き
れ

ば
と
考
え
、
３
年
前
に
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
は
暖
か
い
地
域
と
寒
い
地
域

の
境
目
な
の
で
、
植
生
（
地
域
に
生
え

る
植
物
の
集
団
）
が
混
在
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
植
物
が
あ
り
ま
す
。
国
上
山
は

高
い
山
で
は
な
い
の
で
、
達
成
感
を
求

め
る
人
に
と
っ
て
少
し
物
足
り
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。で
も
、『
森
』を
楽
し
む

な
ど
、
落
ち
着
い
た
世
代
に
は
楽
し
い

場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
植
生

の
話
は
、
地
元
の
人
で
も
な
か
な
か
気

付
か
な
い
こ
と
。
わ
た
し
た
ち
が
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

　
社
会
の
発
展
に
伴
い
、
自
然
と
の
関

係
が
希
薄
に
な
っ
た
と
感
じ
る
増
田
さ

ん
。特
に
、子
ど
も
た
ち
が
自
然
と
親
し

む
場
所
が
少
な
い
そ
う
で
す
。
物
づ
く

り
の
産
業
と
心
づ
く
り
は
ど
ち
ら
も
大

切
。バ
ラ
ン
ス
が
必
要
だ
と
言
い
ま
す
。

　
「
国
上
山
の
良
さ
は
、
文
化
・
歴
史
・

自
然
が
ま
と
ま
っ
た
地
域
の
中
に
あ
っ

て
、
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
素
材
を

持
っ
て
い
る
こ
と
。
良
寛
の
芸
術
や
文

化
、
生
き
ざ
ま
、
そ
し
て
そ
れ
を
育
ん

だ
自
然
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
国
上
山

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

紙
上
ブ
ロ
グ

燕
市
長

生まれ育った地域の素晴らしさを
多くの人に知ってもらいたい

▲

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す
。

●
 発

行
/燕

市
 ●

 編
集

･企
画

/地
域

振
興

課
広

報
広

聴
係

●
 〒

959-0295 燕
市

吉
田

日
之

出
町

１
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 ☎
0256-92-2111 ●

 ＦＡＸ
0256-92-2110 ●

 koho@
city.tsubam

e.niigata.jp●
http://w

w
w.city.tsubam

e.niigata.jp/

全国森林インストラクター会 会員
自然体験活動（CONE）インストラクター
国上山ボランティアガイド

燕三条ローンプラザ
土・日曜日ローン相談開催中！

午前9時～午後5時

（イオン県央店となり）

ご予約は不要です。　※祝日と重なった場合は休業日となります。

０１２０－６７－３７３４
ローンなら みんなの さんしん

vol.77

9 月のツアーでは、
クイズなどを交え
つつガイドをしまし
た。11月にもツアー
を計画しています。
詳しくは広報つば
め 10 月15日号を
ご覧ください。


